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三∴嶽撫‖蝋鷲ぶ駕露1：！警∴

口㌧∵バこぼ謬操・厄」環’晦郷ご｝、：ぷ任巳坦畑，ぷc・’s・r・・メ・一≡・；’廷

”　　　　　　　　　∵　’　”；”：金　丁子㌧：ぷ1　’守

c：糠聾為・客当獅麺畢1璽品黛誕誌ぐ　”∴llll㌶㍑

　ぼご瓢・蟻・江螢誤G序穿鋳遜圭題に襲いて江・．　　1パ・’パ

了Stenclhalの人間像を修士論文に続いて研究のテーマとした動機は作品研究

の目的とするばかりでなく，1962年頃から解明したいと思う主題があったか

らである。　・、t，　t、t　　　‘∴．

　それは1§隼頑h泣の性格形成の場に就いでである。すなわち，Jea士Jacq螂

Rousseauめ彼に対する1＜i頑耳e喚ce＞．と：〈d鍍ad頭O賠漁rad頭Q円〉の問題

である6　　－．’　tt　　ttt・・rt∴　．．－Ul　　．

：”今Hiまで如何なるSte頑h証錘もオイStβ㎡h泣が少年期顔ら青年期にかけで

示しfo　，JS工RQ堰Cau’に対する傾倒を論証なながら1815年を境とぴでSte鵡

dha1の著作からRousseauの名が消失素るのを不思議として示唆してぎた6

例えば，F．　M．　Alb繊の言葉を読もう。．　　．　こ

：：《・・…。1’enthousiasme’，i．d蚕Stendhal　pour　RouSSeau　et　ses垣tractationsえ

son　6gard，…　…〉　〔1〕　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　一　．　　　・　　　　　，

：此の示唆はStendhaliens・・に窄⑲解答菊ミ疑問符のま’まにもかかわ1らず搭も

それが年譜の項目の如き印象を与えで辱る♂かかる重表ぽ問題を素通了りにし

て如何に優れた人間像を創造しよう占も齪輻が姿竜視せでいる違とは→目瞭

然であろ吟ゴそこで，私はこの疑問符に主題を設定したゐであるが，小論を

始めるに際して今日までStendhaliensカミSt6ndl斌，を如何なる人間と蔭速

把握し穣た融鞭灘纐壌迎仙撫麟ゼ漣そ噸r鋼麺綱
d・＆・噸廻徽蓼纏戚ぷ｛’・鞍廷二ぶこ．三・卑ぷ㌃誤塀
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　仏　vrai　dire　la　p1亘part　de　ses　critiques　ne．　s’en　sOnt　point　apergus，　et

q。。1q・。・－uns…bsti・eht　’dfi…☆・6∀6iゴe・i頑・’ime　am・・e・h・・H・Pt

Beyle　fut　une　ame　tendre，6ternellment　dupe　de　son　imagination・et．de　son

coeur…sa　sensibilit6β§t　rare　et　exquise》　〔2〕

と，述べている。

　上述の研究が出版されてから約40年後に，Stendhaliensにあっても碩学の

Henri　Ma㎡neaUが『LピCoe垂；dさξS挺画aha1娠をぷり表題でStendha1の人

間像を透視し，その敵麟φ如硯解を語・てい6・

ご・翻輌便麺．姪亘s一垣鱒e頑P・蹴頭頭∫§縛aε⑳t㎡e嗣・hd

inapφsδde三‡e⑪dre§Se；・：・rf　・’！1・〉；〔13・）　　．．t’・・．　　tt　　　．　．∵∴r’、　・．’L－　：－t：二：i『、．．；”・

　このように，両者のStendha1を観る態度は40年の距離を感じさせない。’・

さ，らに・Paul　ArbelefはChateaubriandとStendhal、がパリに上京し，彼等

眺質聴めに刈剛測継を繊する難湘してい劉・’一・

　しかしながら，此の両者が指摘しているように，Stendha1を乾びた魂と

までは極言じていない老・じても・，｛li．1かがる・見地で．彼の人間像を浮彫りにした

Stendh頭e頂：1も・い・る；，・　：，・例えば次の弓』用文ぱ1914年に出版されたIL蝕n：LBlum

の．・、M，§tendha1・’『et　le，．BeyliSpaq』”1がち‖で｝ある6：．、　　．　・∵．．：．、．、1　／．　／；1／．1・「、；1、、：1．

　1。：＜Entre　ces　deux　tendances，．．lC　m6口n奪me．含1’．imitation／・d？宜elv6tias

et　riロdividualisme　romantiqUea　la　ma亘酎e．de二ROusseau；」aω且任adiction

est　cependant　manifeste．〉〔4〕　　　　’　　　　　　：、∵　、　・∵．・∴ttt・．：’…

、． 2M⑭・、⑳P仕aφC垣叫gitO；．、姉ef◇隼・・au二c・eu・’：meme　du∵Bey五・m¢1；

bie亘・唾ux剥β、．ePi．gee　i　ll＿essf｝ng・，砿・．・n　la∫φ・antl：・pP頭傷’－n・●ぬy畷．

卿h・r・．e固6・ig町k，騨βゆe理・－d・．　Ste過泣》・〔5ン‘・1’1　1’・．1’1．．一

一

口q・Bl・ym．1．はS・e典禎♂．φ麟が硬・1・9U・．的な餓と．．，R・m・n・iql　9・な

1醸≧鏑鍵鱗鎚騨麟…逗卓ぽP浮；日㌦∫ぼ〇三ミ
鋼嘩輌鞭嘩昧嚇勅き嚇姉挺騨曄S…1956年醐
1版1さ舞．E砿Alb6・さ・．の・rL・Na皿・1中・1’＄t・h畢』にも読ま綱8・㌔i・

　「　　「　　　　 ’　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　 ．　　　　　　 　　 　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　． 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｛
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’9湖臨Pゐ爽間霞　　21’9’

言「《A遮i：娩，Ti三・亘t五6磁証d夢S遠・翻き麺R∂晦eauとt，e、，6tracta。

ti°ns・a　S・nl・i69・・d；翻畿hf‘磁白蜘t・：1・s’・・cilla66碗・1・pSy。h。1。9ie

’beYli・t・d㎡輌el・・f6碗・磁嘩漬…δ幽。遍6血鵡，画。・i，i：

ユ・p61・’d…tur・1　id6・1・giq・・’・・t『1・p61さdU・at皿・吋6・tah6》’（6）’

．’－

AliS6「dSのいう〈Na・r…1・Pdn・a・・〉の意蹴注2として後述する6

　Alb・tdS”b・のSt・ndh躍ま’U・h’Bl㎜’の砲と1醜冠の糠力W

竜のあ，窃麹では同Lの見敵あ・と看倣して、い醐う．’ろまが

両者はStendha1の人間像に自家撞着を観そいることee　fsる。　㍗　，，・J：

　　また・Albert　Thibaudetはその『Stendh泣』で“PaUl　Arbeletや．H6nri

Martineauに組する見解を示している。　　‘　　　　　　　　　　’，”「

　〈…・ut・ur　d・1・q・・ll・（M6・ild・）1’am・d・B・yle　c…ut　tσ・t。、a　capacit6

・d・re・6・ie　r　t・・dr・eビd・in・・iq・・》ξmご『　’　　　…㌧

　以上・Stendha1の研究者が彼の人間像を主題に研究しだ成果はかがる極端

瀦論鱒びぐたいた・て9・る；そして，此の両醗の癖あ醐を銘な

⑰配で融恒るos’ろうがそれともそれガ・戦る髄な・り㌔・麟額

リへの道標でじ搬⑰が蹴’どちら噸麺獣搬滅已つの
像を一つの駆彫刻し緑す幾ヵ；るノ・一識ら磋弩筋虹遠翫樋｝ま

ない。選択性を内容としているピどぽ荷処がだ耕究者ぶ見溶している開ける

志との出来なかった錠前があるのではないのか，そこでその鍵を見出すのが

こめ小論の目的となる。　　　　　　　　’　　　　’　　　　　”‘
　’f一ミ乙．「・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．：．

　　　　　

’

　　　 ，＾㌔　　　　＝　＾　‘　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「

　・”　t．　「（第一’章）＜Le　8ublime　chez　Stendhal＞　㍉

此の章el”St・・dhdが属してい嫁庭の競砧始めたいと思う遠の家

族麟噛治働’…ndhak’・ns・・研勉噺深あ赫ら謙励
る6その場とLoX・・Stdh’dhalr・’と勧夫伯毎・Eli・tibe・h・泌関係力・；．1・・S，ehdlialの

性格形成に如何なる影響を与えでいたのか余り深く追求されていない。周知



｛｝2．9　　塾鱒4halの人．閲像

のように＄teqdh．ajは鍵の9brぬ鉋Be撫・との茶和から力啄系図を語る際

には，いつも母系を対象としていたΩ此の意妹は注目すべきであって単なる

伝記的興昧に終ってはならない。要するシξ撰択がなされている。§tendh瓠が・

示した撰ぶことの意義は彼の性質が奈辺にあるかをわれわれに示唆している

とし紺れ頗らない。S・・蝉かま母翻鯉・・n家をイタリア人の鱗

渠じで，イ剃ア醜熱ρ真齢酸G胆卿妙も彼の姉Eli蜘th

に継されて瞬と鱗。懲神母ρ人噸鱗の鯨rVi・・d・Hep「：y

B・Ul・・d』のなかで誇らしげ醐｛芦レて⑭ダ

《鵠綱・套卿剛呼・，燕無，叙e・騨畑11・兵瀕減餌㌍・・4・ggtere・

P。rfait・m・nt　n・bl・，　mai・n・b1・　avec　1・s　・r・ffin・m・pt・et　1・S．5・柳噸d¢・

cq邸ciβn（堆　espagnQle・〉　〔8〕

　此のElisabethの影響が少年Henri　Beyl9の性格形成に執って果した役

割は絶大であり？　・＄te　pdhaj」詳身それを承認するシこ吝かではなかつkQ

〈Ma　t・碑耳1噸th碑t　1’ame　e・p響・IP，・S・n⑰・t・　er・6鱗▲a⑩7

㎏卿・d・．・1・hqPPe．・U；・耳耳e　l四鱒m阻・卿一幽ne鞭…ce・t・f・gPP　q・e・

S麺eゆ1a皿ρ司t・・頑・由dC・qtti糊・・興・βte卑・t　pa・騨輌

d’合me・》⊆9〕・

解具納剛鱗げ禰鮭・剰瞬の醜が＄◎楓の諦峨る。・
qu・撫砥牢e・興・娠晒鯉・卿興卿昧卿4・11e　a4mi「ait’

excessivement　quelque　chose：‘℃ela　est　beau　comme　le　Cidピ，》qO〕・

　そこで，Stendha1と大伯母Elisabethとの関係から浮ぶくlmage＞は〈Su－

blim・〉の齢磁る・魎・Lllg（16Q6㌣1卿のく丘・Ci吟（1636）、にあ・

て，Stendha1が〈Sublime＞と感じたことは多分以下の点であろう。Rodrigue一

はChirr｝op9を，そして，　C垣⑩顛eは顧φ穐ueを愛するが・それは互に相

手伶韓◎債本毒蚕養敬募熱1断相華を息亘働鹸を嗣べき最高塵璽善宅煮

擁。嫡さ碩鳩髄・ら糠魂の鯨葵旛☆願鎮‡・輌祉一カミいが

蔭顯1麺詠の泉養：蓼蚤牢あ嚢躰一、§鰻頑h酔9貢勲嶋も・少説の主人公薄ち
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・？cもこの〈Sublime＞の極限を眺めて人間の荘厳さに陳然とすることがある。

　　『Le　Ro㎎eもt　le　Noir』め犬団円で愛の裏切りゆえにJ血enはR飽a1夫

人シg　iピストルを発射したが，此の不幸な恋人たちが愛の不滅を互に確認：Lあ

つたのちi愛すらも超越した至高の姿を見せていると言え：ないであろうか。

」血enの処刑の日『；空は晴れてい施6・と，作家は描写匂・そ亡に像もはや隼

は飛翔し竜し・ないb；TLa’C与a仕硲use∫de・基▲白f⑳e』　にξ就いても・Fabriceと　San一

舗ve逝a・公爵爽人恵の親密さは夫人の愛W斑os由伯にさえ凝念を覚えさせ

るほ・ど迦あ1つたδしかしいその関係もあの瞬間に堪えさせる愛の超越があ6、

た。他方，狂人の如く疑惑に懊悩するMosba伯はこのような自己のあさま

しい姿を恥じる。彼等は相手の魂の偉大さを認めあい敬愛するからである。

　作者Stendha1自身も魂の偉大な汝性を求めて不幸な恋人の役割を生涯演

じ続けた。女優にすぎなかつたM61anieにMm・R◎1aぽあ役を望む6それ

も舞台ならぬ実生活で◎Stendha1†ま『Vi’e　de　He’nry／．・3rUlard』という表題

’で自叙伝を書いているが，主入公Bmlardの妻があの有名なCha鍵1ptte「COF

磯ぷっ潅と，臆する・となぽして、・る、．　い，・∴㍉、

　がジなんと言蚊も’・どの．・Sti・tidhali・erisも認め斌編如も彼の魂の

生涯め伴侶はあめM6葡1deであつ禿6　He鱒Br迅泣d’ Vまこういう△・1…t．．．．

　鯉壱tilde　l’a　e桓p6責6　par　les誕hti蜘も酋ts　hbbles，　espagnolS》IE工1〕　　…　　L、

．，そして，1835年梶すら，　　　・　ごT．　　　　・二、・一　’；”

1・J’

i《M翻de　a　6c・頑臨◎㎞髄nt・h・Vieltle・a818－a，1824・Et，1醐⇔、§蛍§：途

繊滅「鱒娩酎e・j・Ute」laPtbS　a・硫rave麺Ue剛白・陣ddn斑癒9廊

砲桓誼tぜ加噸，p斑t総t璋M，泣hi産十lleP》〔12〕　・　　；t’・”’．．　　　　一，

惑，告白しているb

　なおら此謬’〃M色田deの姿は識endha1め小説薩登場する作中入物のあらゆ

るヒロインにそ¢）面影をとどめていると言っても過言ではなく，主人曇港ぢ

の諸行為楡織罐難鰯織鞠糖を、じ縫臨巖喬繊撫遅灘1。
B撤ohも「『随Ro遁ヒ繰鐙鎚砲養＝胞毒劾ミ輪．弛剛毒過侮鹸蓼影薯匡
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を拡汰する6　’．・’・f－：恒”　　　　　　．　　　　　　　　　　　．　　，　　　　　・巳告

t・
《Mo貴e，pr6mtitUr6血ent　en～18251．elleユ碇也vi輌中毎泊1透chさ磐ご・頑皿e　quq，

de　s頭轍ant；℃11e．　seτa・Pρ肛垣、《un　fa亘tO頑te迦岳，　Pt・鋤d細ent遮低

e七qUi　par　son　appariti6n・1e　disp6se　apX　i〈進es　bonpes，　justes，　indulge1並eS））．

Sous　un　nom　og　．sous’江h　autrel；lil　P6voque聰dans　la　plupart　de　ses　oeiti

vres，　dans　le　liVre　De　I　UAmO嘩£d江ns’les・Souve㎡r　d’6gOisme，　dans．－Lelu；

wen，　dans　161ehartreuSe　de’Pan五eS　et＼．a℃垣qU頭te　ahS；．　dans　sa　Vie　de：

HeIlry　Bxular儒・．丘1　jettera、enごoおe叩e⑮飽e　l㏄ldさmier　cri，　cette　．　＄uprame　et：

poignante　interrOgation・．：（（M，aimi6t－elle？）》三〔13〕’II．．、tt．二．…〒．二　“．L

　今；つくSubliine＞め極を形成してい1る観念があるご、一毫れば」興e聖衆1　Fa－

bdc已が宗すLNapo1εoh　l9ごいだく憧慣である。　stehdh乞1に執凝雨a函遷on

が：〈Ene垣e≡（p鵬ion）〉「の権化であ：ったことは何人も否定できまい6、そし

X，　Ji血en，の態度はN毎PO16δn・力咲墜し淀約15年を経たSt頭dha1の偽らざる・

真情の披渥であろう611799年；彼がパ；り・セこ到着した11月10日ばN麺φ1触n，カぷ

軍人独裁者として政権の獲得に成功した霧月18目の翌日であうだ。Napo160D

の江の姿を少年の彼がどのように眺め考えていたかは不明である。ゴLucig具の

道を歩まなかっ・た，St6hdEa1・’が入学したのは．　Ecole・pq1夕tech垣qUe・ならざる

Daru氏の家であつた○此の偶然が彼を・lNapo160n．；が卒レ・るイタ・リ治遠征軍

に参加させることとなった。次いで翌年，．マレンゴ戦が始まる。此の年1．国’

内では壬党派が西部を中心に活躍する。［・しかも政権を獲得したB血血a浜・派

にもNaPQ1601壬・：の軍事独裁に反対している一・－t派がいる6．それで反対派を沈黙

させるためには・Napo160nに執って名誉と戦勝が必須となる6　Stendkalが的r

確に指摘しているように，ブルボソ朝の如く支配者の伝統がない；Napo16㊤

には勝利り星数が彼の権力維持のバPメ庁ダ三となり，．’そρ失墜を防ぐこと

瞑な蚤吐三　、三六バ整’’’”・て・：IJ　　　　　　　　　　　　　　㌃・；∵只∴1・ミ1

辻鰯2唄，，頂ヒ顯戦の．騰利を梛藁尉職勲鰻艇迎妾た。’tし妙・・

難麟1釦篶が姐6qlq額e三、の本き堕漬竃銚呼庖だの璽あゐ憾…形而止学者たあ態

t

・

与
：
卜
”
：
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tr’Uろ彼の勝利を悲じんでい滝♂例えぽ：“M頑de’‘S侯1二派は彼が打倒『きれ

ることを願った。と言うのぼNapo160n　dy”専葡λめ道を阻止する唯二の手段

であ・ったからである。’　Mm・、de　StaelカギNap6160nヒに覚えた抵抗思想はやが

てStendha1のそれとなる。『・　　．　　▽　1　　　∵・r’一　　．

　Stendha1にはNap6160nに就いて二つの著作ガミある。『M61hoires　sur　Na－

pol60n』・と『Vie’　de　Napo160n』とであるb後者は1817年かち1818年，独立

運動を排除せんとするオーストリアやイタリア支配階級の反動下にあるミラ

ノで書かれ，’Steridhalは八干七章で筆を折らているが∫・一そのながでい11

　＜Un　des　malheurs　de　1，Europ6，．e，est　qire’　Napol’60ri’泣t　6t66泌v6二dans立n

college・roya1，　c’est＝b’“dite；．eri・u’n　lie’u’o血　une　6ducation．sophisti〈iuεe　est

・・mmunein・nt　d・nn6…P・・’d・Sipr’atres　et；t・ψ噂・泌五q迦嫡ばen滅も・e

du’　”siecle＞〔149：，三｛．；・：：」ンご培㌍ゾ慕ぷス1ミ≒’篶∫迫トマ1苦ピ：1ζ鯨志了幽亮『ヒv「’．h∴㌧

L・．と～・述べてu靖8⑳湊り§当獅・1るb且が専継吻道を登ったのは彼の偏向

的な教養にあると’，St’e’rtdha1は判断している。そして彼がNapo160nに訴ね

たいことは，それはNapo160nがMontesqUieuやVoltaireを読んだことが

あるかということであったであろう。実はAbb6　Renardめ研究による1と；’／

Napo160nの読書リストには啓蒙思想家が認め：られるという6　Vol｛airと；　JliJ．

ROusseau，　Mably，　Renardなどである6’此め事実を三SそeUdh副1〔ほ知ちない6・

それに鰯PO160n・はツーロン攻国戦め時期までは共和主義者と看倣され完い

た。ともかくStendha』はNapol60n：が．　MontesquieUや一Vd垣Xeを読み啓蒙

思想家の知識身につけていたならば元’皇帝になるなどという野心を抱かな

かった筈であるど非難している「のであるo：しかし㌧StendhaLめ政治観を

Id6010g泌に漂；めるならemii　Napo16bhめ経済政策にその政治思想が実践され

ているのを彼は知ったであろう。その証拠に彼のNapo160nに関する第ぞの

著作のながが璃突め或目を引用し舷翰：こヴ6’IWご巳三：巳：三　　．　　　　・ミ：1二・○”

《［己Pei垣1鴫鱒薩鏑鑓砥蕎麺繊産∫磁蘂雀蕊a証浪飽斑勘垣鱒趣滅1｛丘’

db伽・1過m緬曝⑯穣雄麺劔・翻，巡頑繊・d域缶頭麺
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…W・1・・．・S＄e・q壁hp・・t6・it奄・・nfirm・・a燭Ugem・nt・．’・du’　，peuple；一…‘〉〔15〕

このように，St・n鋼はNa旬16・励遣民に土地を与え啓劇bした’9・では

彼を高く評価してい●けれどもb反面，彼は・Napo160nが独裁への階級を登

るにつれて，反Napo160nの態度を示した。例えば机上のプラソでtかなか

ったカミ，友人Mapteと共に・Mgreau将軍の救出を企だてたりする。　’”1’t

　・しかしながらかかる，SP難と：反抗を見せてはいるカミStendhalがNaPole”on

に覚えた敬愛は終生み・られたが．’、｝・だ幽」・－1．

　彼のN・apol604への傾倒を考迄る書，∵癒の思想が単なる共和主義に留まら

ずその範疇を超越してい石と判断すべぎであ●bぷ．∴　．∴．、・∴　’1

．H。1疏劇鰻の・rD・EH・mra・』でこの時代樋事醐見じ趣る．お「k・・

　＜Cette・’epoque’．prr6cさde　de｛peq－・celle　deユa．rdecadenceぜuxわempiτeC（≧penラ

dant　les　arts　et　les　sciences　y　fleurissent．11　est　deux　causes　de　cet　dffeち

in・・ptertliさre　eSt．恒麺Cぽ・1剛i。n・・ξ1d跡ユes．・premibres　’m・nie・tS・・d・

11－e，c1鯉a9島1。・晒廊S℃㎎・・eぷfi鋤倒担卯蜘吋・1eロ晦㎡測u▲

s。nt麺噸．：・a鰹仕・頁ぴ・・s・mbl・ble　a・ell・ld醜a㎎，即・eS　1・、’t・ure

Pユcnte∋〉－C・1，6〕1　．．　．．　’ゴ　　　’「　　－1　　　　’・”．　　．　．　「・　’r・tt

．EM、、典麟§は・r‥・N・嘩φ、ch・・’”St・耳dha1』・Qtst，かでHe1V6娠の哲

学を解説しなカミらその矛盾を追求じている。一・：　　．　　・　”　．”’，

　《（辿竣・噸・難垣・輌画頑．1a晦就6鹿t・uS・：　e・t・・舳盃翻e；『et

¢e塵n繊瓢・d迦）rさS・証壬e1∨6tius，　une二℃e斌aine『for血ie　d《±・despd五sごne　est　ausSi

suBcep悩bl筋，回us　qtflu／n．　gouver血e麺entエ61氾bliqain，　de：fairerta蚕1t－re　les　graα（垣

t，a1¢nlg　；・sd・・eno・eiltlagetジde、fav．otiser　leS．sci’eri’ces　Jet　leぶ噛麺蕊：Suree　pPint・：

n。鵬蜘㊥。酪頭包hオ1声硬鷺a晒・鵬・qtie・ri’OOS’aV・ns…dej．b．・ign鹸》

〔17〕　　　’”　t．，tt　　　　「’．　　　　』・　　　・　　　　「・・　　　　　　’・・≠

　・此のHelv6tiusの矛盾はStendh娃の矛：盾と勤鞍嚇さS壊dh4は18q3年

か｝ら1釦6年陀が職癒江蘂遍適㍍血｝⑲研究を深あ翻鎮民主権を認めで恥な

蹄癌濠遮燕塒期敵ぱ繊麺鋤頑U⑳陶蹄亘td・・寸。i・』遷も研鑑

t
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じ哲涜が；1むじち；『¢6血廿ま音ξ拓ピi瓠』の労が気に大江憾ど述決ぞいるごじか

し，ただ条件をつけている。それはRousseaUカミ60万のローマ人たちが投票

しえたと言っている点は気に入らないとしているbかかるStendha1　’一の政治

観からす寄と，彼は人民主権の政治の根本をなす普通選挙には反対であづ’ た

　　　　　ご
と勒聾⊆？よ〉に彼の醐観にはH・1・66醐影蹴蹴硫
此礪郵H61聴の矛巨カミ鵬政治思想の限界を形成し鯨にある・’唱

S…dh・1ぎ咽・e・・蛭蹄轡‡群纏の⑭麹酷趣の誕なC・9　i・

N…1・・延扇詩・・n臨1磁治理離勧離漣述魂齢通腰

うだが，感情的にはそうではない。その様相は複雑な鰍姪を画いている6

Stenclha1の如く未来のくvision＞を所有している者にのみ諸々の飛躍が許る

されるとするならば，彼は同時代のひとびとを超越した何かで自己の時代，

社会をすでに歴史観で眺めうることすら可能であらう。，すでに寛大さが観る．

目に加っている。］，老已ろ1で；先述したようにFabriCe．やJ1ユ1i餌ヵミNaρo励n

に覚えた純な情熱は単なる作家の夢想ではない。それはこの両者がともに小

説の冒頭で登場しでNapq16卯．に抱く憧憬であ、批・やがてこの純な情熱は主

人公たちがそれぞれ女主人たちに抱く崇高な愛へと質的転換を遂げるo　”t　，・：

　Stendha1・が随Pqlξqn・に示した態度は作曲家Beethovenの凄ピソードを二

私に想起させる。Beethovenの友人の証言による七；：・彼がNap6160n唯共和

制を望み，人類の幸福を期待したところからあるeつの英雄的な共和国を夢

み淀いたがゆえに自己の作曲⑳r英雄交響曲』．をBona頭te・，とい’う傍名のも

とに，作曲を続けていたそうであるが，Napol．60n’の戴冠式があったことを知

るや彼は怒り傍名を削除してしまった。．と言う6J　tけれども，後年，　Beethoven

はNapo160n’にプロメティウスの役割を認めたといわれる。

　ところで，Beeth⑨ve．nはShahespea¢e．や・Pluta◎e，を愛読したが，此の

両者はSte纂dha1⇔読書リス外にあっても上位にある。－Beetho驚h一の’Na申

垣on艦示じだ迂の建霞崇溺瞭味す溺讃的態度礒焙嗣職雄蹴這煮む

伺様であ：る6三㌍糖｛嚇轟誕ジ1違渓⇔口蕊蹴已7i鯨竺薄○、
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．・ 此の章では先づ・〈Sgbli　nβ〉のimage｝を指摘IL・・たがC以後の研究を進める

に際して次の図式を示しておぎたいσ．、．　　　　　．、tt・，’1．1’、r，

　Aを〈Sublime＞の領域ジ

Bを〈＄ensirl）i1・ilt6・　naturel・le＞　s－　－

Cを〈Se蝉樹it6：ide・1・giqu・〉

の領域とするときiN私はこ、のB“の領1

域にご・そStendha1の自然の姿∫静’・、，

寧に安んじでい萢姿であ蚕妄思う：ず1べ卍

此の領域悟餌．剛⇔動脚ぶ鯉、薮ば

ミio⇒を呼び，．ぷ・動．⑨勧亘重に∴：．

なづたとき，1〈Sub1麺e＞の発露カミあると私は考えているδ　い　　＾一幽

　ところで，Rotnai’　n　Rolla丘dにSEetidlia1と音楽に就いてと題する小論文

があるが1その論文で，Ro1正and、は音楽に歪せてS緬dhalの本性を見事ぱ

洞見している6・．　　，一　・’・　　＿’㍉∵，一　　．，　ぞ　∴＼；：…　　．・∴

　《Nδ速遠壬fb亘§．　d麺§sa　Le竃t淀§樹M剛｝極匝蹄i£白d注｝§翻ト1，麺δ恒

reuse盛i蹴e・爵1哀品dc緬㌧P鋪fd注葺窟樋r声民f菖δ回」繊漬ξICi㎡故Oばa

碑6・，s6江、　am狙憾撞蝕麺さ侮．嗣舗．正je舷he蜘・就M・溺㎡la∫c6麺卿e

搬醐e磁飽油欝二1a碗e・》．．斑汀：∴二：’1・　l

t’i：．それでξお衷お灘陸Stendh記『自身にごのこ’占を語づ苦貰衰が。

　《ア由加era鮭qu訂e荘e泊ou▽さ亘頷誼罐遼さnf臨戯（麺さ憾．邑ha穎fs二de走t匡

緬ξ虹tres÷Gi匝菰磁杖M。鋤）・．：＆1”bh’二㎡芭、輌過t、1鱒θ69《挿dさ．樋

f泣壬eairざave溺n（滅t6’1もque正3帥r6最e．洗1’誼仕6蓼’〔旬で∵．

　．．　　：　　：tt（第工牽）〈SertStbttik6五a甜re116㌻

一一

汲、三・㍉s、　．、’曜㍉こ三二1．．㌍．ぶ・・∵’三二：’：茨パ：1三・1・で・ぼitS：・・己二・属「1・；・

瀦の領蜘雌［嚇，微鯨明瞭にも葱齢、たがぶあの≡因子迄於ぴ・で喜

．のくSensibilit今namPeUg＞tt・tこそ最も強よ．く．彼Stendha1・の性格を麦配し竜瞬

1
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を遅塚えt6　6f．．此⑳視点でぱ私も先述・Pa吐IArb眠tや・・He斑・・M頑廻ea西の

Stendha1観に薫染1き永む’てい《るd　　　　　　　．　、　　　　，一　’　　　・『　　　　　　　　　L

　しがし痴私ばそれが彼の火間像の全てであるど看倣すが如き単細胞的見解

に固執するのではない6他方，L60rr　Blum’や、E・M・Alf6壬さsはξの《Se芒

sibiht6・natu葺6世〉に〈S葺頑bHit6　id601pgue＞が絡汲葛藤し相剋しあうなか

に彼の本性を求めているが，此の見解に就いては私は部分的回憲に留まらざ

るを得ないδ　　　　　　　　　，　・’；．；、ぷ旨．，　．，．t，

　さて1此の章を考えるE“きダ．．Stendhaliers力洗づ着目・す登㊧は必ずStop－

dh泣と涯工Roirssdadの比i較研究である．6、　　’　　r

　では5・Stendh証は何才でRo＞usselauを識りたのであろうかi彼の1833年2

丹15目の日記を見る合」纐・・Ro頭叉auとの接触は前者が6才のときであづ

たo．＿1　　　　　　、　　：　　’．t，　・’z．．、．．い．．　一．

te＜闇α菰s　1’観噸encε；des　l’a塵de敬a由，　je’d宝di璃頂（痕Pさカe垣’加雄

埴ぴCul6きdh∈n坦緬a頭e　pgur工一1．　Rq噸口‘∴》〔2◎　　，1；　　t　t∵．1、

　『ViさdO嬢溺、B加莚d』勧なかでSteゴah泣が回想じでいる書忌萢1庭」5

るとi彼ば家族溺禁じ竜いたRd”iisgeatの『］速sOdn長ポio鴫S？．『Noum611e

H610i§e』や『E血騰∫をグルノ≡プ々やク⑭←でダがの．　M益tid6，のよう罎盗

読していた。殊に思春期睦大つた彼は何度も、『NdrVelle　H610ise’』、を読み暗

記してしまう程であったδやがで初恋の相手を私の《「血e第Fと呼ぶご吉にな

る。尤もS七ehdha1ばがりでなぐ当時の青年に共通な：、＄ylphidθとしで考え

ることができるかも知れない。友人ManteにJ．－J．　Rousseauの感受性が欠

けていると非難して，遂に友情を断絶しだ1§te頑h母力㍉　1805年時i，親しく

交際していたも．う一Wの友に玉ouis曾r・zetがいるσGrozet：et　Ste丘dh註の

．『L’Histo麺de’la　Peihture賦It題瓠．の完成を手伝う苦い、る合その年の前，

後から獅舞麟4牢頻繁に叙共同蝉さ繊阜瀕亨懸顯囑堕
18°5年2月11日明願諜江Cエ゜斑‡ρ⑭頸麺臓・・磐磯曝

噸あつ麺編襟辮翻壁1輝一・・麺畷↓鞭齢
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ビ＜Ye－・nご’・P’dis　paば｝voi±　］取血1ざ；Mε桓sじξans’voir　き　1a“fδiSピ／la’1・　JUIie　de工寸・

Rousseau，1a　vierge　de　Raphae1，1a　Monime　de　Racine＞〔21〕

　では現実に彼はJUli♂を得ていたのであろうか。　Mlle　Kublyの次に彼が

愛したのはVict6rineであったが，彼女こそStendha1が私のJulie’と呼ん

だ女性である。だカS，ら彼に執ってR6usseauのJUIieはSylphideではなく

現存する女性だつためである。・1802年イタリアから帰った彼は3月4日の

夜，Mozartを弾くVictorineに会う。　Stendhalが彼女を愛するようにな6

だのほ，．彼が彼女の慰1・Ed⑳ard・’・と表であつ1たからであろう。兄妹の父は有

名な立憲議会議員のJgseph　Mou頑ばであ：り磯Sfehdha1一がAng6raに覚え

だ悲恋鶴哩郷の念にがられで帰∪たどき暫彼女の樂1家：は吉命から帰みたば

かりであった。だが，程なくMounler氏は知事に任命されたレンヌに赴む

いた。その3月15日，Stendha1は雨降るモンマルトルの車寄せにたたずんで

彼のJUlie　－h’｛去りゆ一ぐのを人知れず眺めていたという。その後・彼は友であ

る彼女の兄が自分の気持を妹に伝えて：くれることを願つて熱心にEdouard宛

の手紙を書いたρ．幾通も：送ら2tite。　t，がすべてVicto典eを感動させ1はしなか

搬。・そζで§t・ndhal・te．Xクレーの山々を遣遙し，風雨り晴摘のを草ぶき

d渥で待ち憾ら，・’rN・u・e11・・H61・i・1・』を読みつつ・こ勧．J血・を想う1の璽

あるC．しかし，彼の願望は現実固ましこっこう進展をみなかった。遂に堪kP．　“1

ねた彼は「Edo興Q　Iに胸の苦悩を訴える結果になった。　Edouardはこの哀れ

な、Sぬt－Pre皿：の切望にも、かかわらず妹を君に呉れないと断6てしまっ

たb。ご：一　　・’、・一．．it：，一∵；　　．t　、、　　　　，、・

11804年12月9日，Napo160n　6δ戴冠式が近づいていた。・　Moimier一家もパ

9’vt到着する。2年以上も会う‘こ・どのなかつた彼のJ血eに再会する。　Sten－

dharはその会見模様を日記に書き，eんだ6・《T’　ai　・　vu・　H6！oise　■・・〉と，始めて

騨るが宕夢想し続け恕J述e二に会㊨だのにがかわらず，ぶたりて月並の挨拶

をかおじ樹こ毒ぎ滝ミ砲莚ダ潅♂’嬉ぱ、瞥でごジ：ぞ二三’言；る○　　ご・一　1・’・？∴

．一 ・〈・。J’泣Ph卿e砿．dεvg囎・a1眠Mad・mOj・e肱〉脚6甑）・e11匂m）a壌

∫
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　une　courte　r6v6rence　et　fuyait　dans　son’・　appartement；j’ai　ajout6：〈Edou一

征d’yest－i1酬11・減・1・ePOpdg；・，j・．P；・iS・，・や・℃・ち噂，・Mρ鵬i。u。．〉〔、2）

　　しかしなが：ら；、友本◎誰かが・邸餌dka1・1に彼女の容貌を訊ねたとき，彼は

難的・にVi…ri・・、噸腕答える・とカ・できなか’bた6、そ。にわれわれは

ch輌睦見る1のである・…伺時・・qS・・ndh鋤麟の端もうカmb’xレ、得よ

う。一己一・…れバ・一一＿．・，パ㍉＿・、．∵○・

1’このように鞠鯉恵⑬醜麟論鏑嫡鍵齢面麹難罐
す礁度が問題とさ織・緬姻・の鞭酬蹴働鱗を紬嘩拠

　ているのではなかろうか？　　　　　　　　　’　一　’”．

認蒜塁ime∵e∵ldi　clm干I　R°u・・e・酋・⌒

J・an　P・6…tの研究を云・する・までもなr〈　一、．・gepa作家§・。。岨、，褒のill

説の主舩にもその時代を離さ壁儲と：似た紬を裡で・・る1。　，’・　．　．1／・；t．一，

．Pes撫e晦e㎡…e’・・i1’・V…．…d・・…P・g・t・・dlC・軸剛・‡。

iJ｛一　s°綱碑輌・『輌撫三1・興や…e噸帥÷卿甲：▲
Pa「is・　il”・shurait・垣・・填⑪ミ・t・・輌〔頑・・1q醜戊i。ヰd・・賦P卿gi

ne瓢t→1・as　aim6　q・：丁頑e　d’・Ues…卿・．撒B・n・part・・pa晦e五・g・爵

av画t’6t6β㎞6　d・，，1・b・iH孤憶晦・‘d・・楓晦娠沙，〔24〕．．∴三t’tt

：”　；：’

迦ま測e吻独白である・1－・∵ロー，／・・．ll∵二｝，○．

ぷ㎝鋤は’品噸⑰諸儒を競したぼかり琴勧歓G卿耳
が獺するy°1‘aireを訪ねて…レネーに巡礼砕よ、う・に．．孫の彼はr、・、80・

年イ．到アへ行く途屯・ジ諦づシ・ある’R・1・sse，・u’・・　Q生裁訪ねてy，，、61　．。

さらに・嚇には樋する音楽力・ある・われわれは小説家S・・ndhal・Q出

発が・音楽家の評飾究rVi・・d・晦輪・1．・M・・…，・・．・．・M6・麺・』・（・8」・年）

繊っ緑鵠⑱殴る・・そ撫・・曝鮒卵。刺裁んで・、た微
音楽研究家どし⑳’R噸・・を知ら鰭1・な．く，、．硫、ry・・d，．R頃垣』，：

Q中で剛の鰭』離麟越頸頚・・拠…獄・こぽ嫌只
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wる。’，・・1・・；∴・…　線w・江れ・：1’：日’‘一’1二三’＼■’ジへ聯ず

　R6ussea叫ま古典主義が抑制しでい売自魏解故する前浪漫主義麺動⑲流れ

にあっ℃歴麺中濤識縛入し縞・齢線遠種蒜Cha磁b麺dと・
M四de　Sta§1，とが発芽させ，その苗を立派に開花ざせ1たのはStehdha1であ

ったであろう。1勿論，＜εsth6tique＞の上でも早くから『UArt　Po6tiqueS’の

統制が乱れつつあった。Bouhoロsの『La　maniさre　de　bien　penser　dans　les

◎u廟rageS　deS：£s砕ts』セま前者におK、れる．こと僅かte年余でしかない。彼の意

蹴鞠i嘩纏遠的就嚇否麟iるも1⑪噸諒《・，むし繍嗣る・遅あb一

た。しかし，結果的には前者の芸術の原理と看倣じ売X正確さの精紳》に対

じ壷感受性を根拠とする〈d61ictite’sseめ精神〉を対置ぎせて粒肇ら苛A・｛る・

古典主義が不正確さの根源となした虚偽する後者には真理と並ぶものとな

る。1美には影も必要な条件となる。そ、して，此の新しいesth6tiqueの継承

者力・rD。b。誇わ讐継蜘ボ，美と感秘のは個人鯛的繊か姓

ずる直接的印象なのであゲC，普遍性が入りうる領域ではないと，鏡の比喩

を用いで主張する6」⑧ubosの著作を・Stendb1，・は中央学校時代に賞としで受

捗でい落。D適Os同様，St劔dh品・も鏡の比輸力t’得意であった。　esth6tiqueの

1面で6t銀dhal・〔のIE）uloos’の影響を穿のも元）r（Eあろう。　tt

　以上，浪漫主義：め芸術｝∫思想を背景とし・ゼS鋤hゴ1とRousseaUに戻っ1

てみよう。この両者の意識の確認態度は理性によるのではなく，感性による。

両者⑳思考は分析的思惟にある：ので橡なく；直観的思椎，mpまり，驚きに始

連・る内的観想なのであるb　　’　　一’　　　・　’　　　1

　、Jean：St麺嚇ns滅はその著作’『Jeati；一∬acques．Rousseau』1でこう述べてい

るo　：㌃・’一　’tt　・　“　　　’・

　＜．・↓副a一愉囎eexq通・e一もih蜘・i　d頭・・a㏄眠・qUi・n・・「it　db・dS

d，S　lj・面緬と諭㎜6占・teきl　i壷・nn…aux’lab・urs’・qu・leS：髄m飴迦麺・

由，i。n，・n，。h・　P6i。・。Vi。・，L’・・躍め一一一・一　　　一　一’　’”t・／1　tlx．　：／tj

一

痴ζ真体的に，・S壱ehdharの思惟形式を見よう61彼，仮び，小説の主入公が音
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　楽を聴い萢り：，歌づたり，あるいば，山なくり，’湖を眺望するとき，彼等は対象を

　鰯照する躍けで満足しているのではない。その時，自己の実在に気ずくのみ

　ならず，内的感情がその実在にあって目覚めるのを悟る。先述せるRppaain

　泉q1ム掴嬉21比の間題鷹も触れている。　・　　・　　、，∫

　　〈Et：1旋卿o》se撫撫桓MQle，！．eyapt，きJ頭e真、　qu域§aj－Mg　en　d6pit　de

　・av・1・nt6・・’・nlvre・d’un・mel・di・it・li・nn・dig・・㊤C喚rρ・qO，，Et’Stepr

顯靹g鱒綱鰺・蜘聴㎏，嘩燃迎§媛i．㎏鱒、、声阜9撫c跡・．

耳Uef姻騨・、興・螂融喋e・卿為蹄i◎瞬凛9酬Q紘騨
　a・n°ur・use・P・・f・・d・t・・t　li・re・ti・JUIi・n，・・mm・1’6tait・M・d・m・㊤Re頑．

　（（耳11e騨・une・pqrtie・，de・1・9PtV・a・6PCter　ceエte　ca・tile・9・ur・・g卿・））．

E‡・’・・ゆ頑・Ut・・噸・’典轡」撫⑭…、｝・‡・〉・92・〕

　　要するに§騨典終も鱗献物嘩裡鵬毅顕り
　であり・彼等が重に享・うと議そこに映るφは熊φあるが儀の姿であゑが

批慣働ミ縫叫で対象鱗介旦て外的館紡蜘離鵠飾レ，

tJ
．髄櫛ぽジ・端抵醐光を嫡・〈，蛭がひ鴻り殉た

　とき；彼等ほ感覚の発勢ヒ自己の本質を訊ねて直観する川比の直観こそ｛等

が生嬉び樋も禦に報し㌣礪間肋随る遮じつっ生きる吐
の幸福感が頑等の実在に於けるあらゆる意藪のである。かく．しで，R6鵬．

　ll’eatiとStendha1の生の意義はDescartesの《le　pelnSe；dohc’幽1“uisl＞でiま

　なく：：して，くJe　sUiS’：　’en　sentant‘》に尽きると私は観るごR6usseauはrLes

　COnfessions』で自己を分析してとう批評してい嶽。’：・・

　　〈・：se頑・…鋤t・おP・dS・r…！・st　1・S・麺Gm迦・d。1，h。m。ni・t6；J。

　1ぞ6Pti“・uv己§．／Plds，　qu’un・ut・e－〉〔2の

　　鞭ガ噸§麺C睡き屯e『遣e・〈血咋；亙・・’td・・　’les・e・ti証n鶴蜘・ient

d6ja・・㎜鳳聴燃鹸迦呉鰻螂・・」§a遮輌騨i凝〔28〕こ言1．○㌶’．

　　さらに，．『Les『G誼鑑siOns』を読み進むと，同じような自己解剖の繰り返

　しを見出すが・「註7・；と勉ゼ拳げ竜おく。そし、て，’Steぴd嬢は明らかたこ『垣
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Confessions』を念頭におきながら書いた自伝『Vie　de　Henty　Bru1．ard』：で・「

Rousseauの上述の文章のまったく続行であるかの如き鎖覚を与える自己批

評を試みている。　　　　　　　　　　、．一　　　　　　　，　　　　⊥

　＜Mon　coeur　bien　plus　avanc6　que・垣on　e≦p亘t．sent泣t　vive皿entりqu1elle

Ies・　loilalt　co’nime　r6s・・kittg9　louent　titij6imd’，huit　”la／；fetigiori，℃’est＿a－dir‥vec

une　seco五de　foL＞” （29〕　　’　　　　‘　　　’’　”　『　　　　　　　　　’　”

《（お滅e・’d6垣1・・⑭・・元d・hul・”J・‘・・頑翻6・二sa亘・t・・P・di・・i嬉㎞・・

Jl。ぎ，繊溢繊a，6　q遠・瀞繊繍避・拙垣・揃6ばf滅’a

磁》．〔諭　・、．’玩’㌍竺邸ご三三三1厩敏一1””

働数例でしカ；ないが・搬に瀦の思推形式醐似しかる躍あざる

を得ない。すなわち，両者は対象を感性で把握する。Rousseau自身が語っ

ている如く，’他者より直観が鋭く対象に働きかける。認識の第‘段階である

轡両鱒〆躍紗Mとな・・．両都そ擦騨と呼銚
．ぴ剛勒麹窄ス訊鶴めである・、しかし∫．＠嘩鱒自己の思

；惟琳を自轡綱・場婬き・’醐反して・St・鱒鱒考

、

嘩嘩舞i・ξd呼裡只・、胆の聯能坤遍性を与兵警

奉燕輌酷麺旬て勧感難を制御して恒を綱しようと努

力す輪結知力騨と・彼の意酔あ躍度の効果を挙げた⑭の一　（ma

は昧・㍗梧フラぽ芦会で・96°寧麟した．．〈『Raci・e・ct　S興6興「e』悟

られるStendha1の文学観の変化について〉でr些の問題を指摘した々ミ，その論文を副論

㌢して今嘩鍋し妙と思う・註として扱うele＊fts‘ぎるか庭ある・）堪本的

には彼の本性であるくSensibilit6　natur姐e＞からは幾らか疎遠な範晴に属し

ていた。：何故ならば，・St’endhaIが期待；vv？．＿分析的思考は彼の天性の思惟形式

ではないψ第認じ第四章で彼の当惑議る姿を眺めるであみう6’t－ttt

江｛逗ン．≡藩苦亮蘂ξ隷毒き　，二㌧註三蒙ゴ，？・ttL－・’・鉦□」　　　　r・：’　：

εう襲二三’○墾三詑｝・1毒漠麟・：it；、・、：一二二・・∀11　z三’：y三、・’：’”・11’一．：三二ご　∵：・・．ニパ「ll，　．．t．・

t



髄h臼ゐ麹間篠　　bj3b

い≡　　’　　ト〈第三葦ジ〈Sピ斌b血t6　iaξ61δ旨iq達〉∴：1：㌧

i、　、　　，　　ご　　、01’　：・・：・：1’　一　・、㍉三工＿　1陪’・’fj・‘’｛JJ．　．‘：　　　～．㌧ご　　l　l：、“1

　直観的思考へと，Stendha1は思惟形式を転位させようと目論む6彼がこう

意図したとき，中央学校時代の数学教授DuPUy氏の言葉がSt6hdha1に何

を為すべ’きかを示唆じている6　・’．・・…　∵　　　’

　＜C硫．hOmme　3Φ瞳麺～｝）瓢S仁Vide三d缶ait　Cさ養e血aa江t．亘ne．9ratid6”。parOle－・：一（（M6n

・血・tO　6t唖一按正0麺eどd縄δ噸冠萢欝漉・］も藤aご・i嫡）・On・h。

dirait　paS　mi’さu文aujodrd’hui　en‘renibla｛iahモtoutefδis　le　no垣ia61Conail1己C

par　celUi　de　Tracy》〔31〕

　と，　『Vie　de　Heruy　Brulard』に読ま1れる。・］；’

　かかる態度を彼が跨曙しながらも示し始めたのは，狙03年頃かちである

が，此の頃は，’ま9t’，’彼が劇作研究に余念がなかづた時期で電あつた61そし

て，Stendh泣ほ研究理論をid6016guξに求めて～∵た。そこで，一連あidε〇二

16頭e⑳研究添両面から始められることとな6た6”：∴’：”

一℃6ndi11哀c・はStend磁‘と伺郷の久ではあっだガミ∫・ぽ畿dha1↓ま彼のロボ

ット説に興味を示しはしたものの，上記引用文に洞察される如ぷC碗di1亘c

のSensualismeそのものは余り重視していない。彼が研究したのはLancelin，

C泌㎞s・de　T｝Iacy，　HelV66us，　Maine　de　Biran，　Pinelなどである☆

1‘・　”（油dilla・の‘・enl・u・li・皿・は此等め哲学9によつて修正がそれぞれ試みら

継がM♂・・id・Bi癒姪つて，・C・ridillacの・緬・己i・血6ぼ決定的に修

正きれ売老ジ、哲学史は語らている。∵　．・　’t．r　『“「　ご・・

0頑泌の已知趣m・は認識が事実に基づかねばならない1ピ始まる。

つまり，一切：の事実が還元される原始的事実があることを意味している。し
　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

かしなカミ鯵’∫蹴惑鶴源始的事実泌る場合灘なる感覚のみでOま認識

1誠立も輸渓繊に紗揃達T鱒や，’楓浪・d・B迦勿出発点

があつた♂S七e亘（狙眺が騨鋼蓬1迄感芯尭不満竜同様の理由であゐうと思
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う。

先述したことが§触螺カミ」熱9鯉・を確遮猷理由eこ二つの

根拠が考えられた。第一はRousseau的感受性からの脱出であり，第二は

租03年から埴06年にかけて、MρUさ淫たらんと劇作に専心してい食彼力§G．　pr・一

胞β靱e、顯9燕M唾典，§b㎏躍邸eなどの諸作の分析に．Id6010g㊤の哲学

を自己の理論として応用していた。殊に，Cab姫sや耳elv顔嘩の諸観念塔基

づいて劇作理論の酒養に励んでいおPしかしせこの当時の彼のC曲a垣§観は

誤っEい獲といゑよ息も1数学妊き宴義㌧趣e穎dh延荘億坐丁短卵・や：購

漁聴‘，⇔明晰蛙が◎尋〕翻§・、◎哲学凄影1としてい．るぷ義陛気滅いて㌔へなかΩ

た。彼は1805年1月24日の目記で，Cabanisの諸事嚢を陳述する方法は一・般

的で漠然としているので気に入らぬと副・でいるg

　《Je　vq埠　aU　p胆th6Qnl　3e　玉§　lq　pre；P，　i，erP　D，　isGgurS　dg　（㌔b鯉S　5u雲1es

rapp・巾4u頭唾煕W脚凶・L鱒頑⊇璽魚⑩㏄・les　f垣t靱・sepable

sk　・ggrePt：．．qu’ell・es・t．・卿鳥（禄・典撫限麟聾嫡〔3．2〕

　それゆえ，主として此の章では，St邸品4がどのよう柊He1鴫tiμsを研

究してい穴かを観たし・と思う曾勿論～此の両者の詳述はいつれ新左な機会で

な鱈と思つてい蚕唯民寧故の重要な部分のみ少し触れ海いと思

ら。

　われわれの聯P垂（鵠f熱蠣輌釦・ec・贈漸を《・鰯賦t6　phy繭験〉

とく頭moiτe＞から成立していると，　Hdv頭囎は定義しているが，此の定

義は鯛らか巴彼もde　T苫aGyや◎鋤a亘sと同じく勲頑Uacのse．rsuali｛．rpe

の継承者であることを示している。後年，§te再h4は彼・！pmいた真情を披渥

して壕1V巴ti嘩は生涯の師であったQと，　H騨ry動叫a零dをして告白さぜて
　（注8）

いる。

　では，墨起輌惑こカミ私淑じ充’Hdy鎮⑪か・ら・学んだも㊧は何んであったの

かg留q取（螂卵拒執●廷は周知の己とであるるヵミ，前者カミ後者から得た諸

観念匹あ預棄最も重歎¢）は：⑩響19妨であると思ゑ。・超せ遁包sが説明す
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蹴矩歳⇒‘をSt・6磁：ヵ泌あよ麺搬観宅㌧L克のかを室よ5。－

　Stendhalは『Pens6es』の1803年1月・9日の目附に〈Les　passiogls・・peuyeut

tput；〉と記しているがジE’M・A1極白ξ及び1・JUle証e．　AlCi加tOvdの指摘に

よると，H’el・v6tiusの文章を殆んど丸写し1して・いるb’　　「　　…　　∴’

” Se飽dhal：〈HeliV6tiaS．’317．　Clest・　aUSs’i・’dqns　1’age　des　IPasSi・ns．　，，　e’est÷i4

dire　depUis，．vingt－c，　iInq　jUSqu，b、｝tエbnte－cinq　Ou　quarante，　IqulΩIn　est　capable

des　plus　grands　6fforts，　et・de’マもrtu　et　de　g6nie．〉・〔33〕　‘

　興6‡i瞭糾魎麟顧劇油髄婚翻弓醜醸鞭垣虚、鞠魏it6

▲・・P細頑・e働・煕d鋼・11§9・’ト撫P煕g態，91F・t・らヰ邸麺e漁g←

d㎎」輔幽t卿t・r，£．inq・t　q・卿t・a囎，　qピΩ岬t・aR・b▲e　d§§典9・a癒

defforts　et　de　vertu　et　de　g6nie》　〔34〕

　de・P…i鱗P・u～却tQ⇒・とい・う命題は飛躍φ漉観され・るt6L．そ纏愛

．が知的にし・ない愚かな娘はいないと勾恥1y6tiusは説明じ矯いるガ

　＜Que　de二血oyens・ne’IUi　f◎画土elle・P蚕・斌P㎎P球・1a　Wtgilair｝ce　l」de，．旦es

：P独醜函躁ジ・ir麟．entてetenir・S・旦迦ant2・La・plus’§Ω杖e寧4鰹品、P1硲

ihventive．〉〔3ら〕　　　　　　　　‘　　・，　．，・　　一．．

　上例と同じくStendh司・1は蓬：の文を幾らか変えつ綾ノ戸b迄書き留める。

　drs・・’pa・si・ns　peuv頭t：t。噂・1’Q画血e・劃・de・・一§e吐芹邸，．輪瀕，預葺．咋

麟『趣、b・u・ge・is・曲鴎．『．Peti・te・vUa．　e，『臼t－興e　l　E1奪．．eSt・鋤PU壬e職qUe

sde　96hiピ！》て36〕　・　　　・Il一二　t　t・L　L『！．”／．．　　∴　『　　・’　’　　　’　　”1　　．　　　　’

　Helv6tiusが〈passion＞を重視するのは精神の不平等の原因が，第∈に教

育の相異であり’，第二にその由来ほ人の注意能力の不平等にある6・さらに，

教育の相異と瀧人の注意能力⑳大小カミ知識の度合に関尉る。そのためK

．
は注意を操り返tて倦きない根気が肝要である。そして，人に根気を与える

屯⑳ば③溢繍瀬墓るざ遷轟：看倣し麺いるぴ疹であゐδ、諭H砿bach，・と同

様燗嫌蛎麟麟δ三蜘甑滝ら嫡嫌鍬間磯鞠勧
認め撫醜当麟灘蜘灘緬鋼途軸・6廿遮の⑩謝瞳



236　i＄1）efidhalの入間像

生活の規範と．していゐ。次の書簡は過去の自分の生活を・Helv6tius・流に解釈

している。“；’、　こ　∴㍉　．　　　．・1．・・　　、　㌦　　　　．、．　：，

　〈C’est　1’envie　「de．m’a血t寧er　oU　la　craihte　de　Tehnui　qui　m，ont　fait　aimer

Ia　lecture　ddS　1’age　de　dOuze・ans．　Lε1．耳1aiミφ紅6t垣t　fort　triste3；je、　Me’皿

一

blire　－et・je．　fus・：heUi　eux・　t”les　pbssions　sont’・le’：seul・．m’（）bile・deS　hommes；

elles・・’font　toUt．）le　bien　et－toUt　le　mal・que・nous　voyons　sur．la　terre・“〉

　〔37〕　　　　　　　　　　’「・．’、　　　『『∵　　　’　　・　一．・・’…　：・　　　　　　幽　　　　．一　　　’t／．　・　．1

＼’ St頭dhai・ぽこの’手紙で告白；じでいる如ぐ精紳の真空状態・1倦怠にかかるこ

乏泊㍊あらYEぎ菖あ～ようごな：自己め精神状態の脱出：を｝泊指S“彼にゴほ・H通取66us’がじ

救い手と・？sる一ご4804年5月vc・de　PaUline．に宛て〈paSSibri＞∀の効能を説いて：い

るo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　・「　　　　・．’1’・・「　・”

　　《Les　holhmes　Ont　diverses　ressources　contre　1’ennUi：d’abord，　il　Lfaut

remuer　le、cOrps、’qUah（10n　eSt、eh亘血y6∫’c；e§t．1a　le　moyen　le　plus＄fir．．Je

rnontaisl　dohc　’souijent・’a　cheval：；」さ・cherche二a・・lhe・rendre，L．t6moih　dans．1es．

dudsズa’『mb　passionner　i’bnfiri；t、　avec’　les・’pasSions，・on’nei’s’・ermUie　jamais’．1

sans．elles，　o《1　est　stupide》　〔38〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t’tt3　　”．“三1☆：：’”．　　｝

　Helv6tD壌『、と：Stendha1との1関係ば彼の挙説にあ≒ジ（：ヂCIaud島Be垣遼4と

Zola、に等しいb倦怠に悩むILa　M61e侯ば湊子があるのにかかわらず，特定

の時間だけ・JUIien”tr・．彼め父の．資格であう；6－一方，　Ju∬en：はつまらぬ決闘を求

める。真の相手は倦怠であった筈である。さらにrLe　Rouge　．et’：le　．Noi・r』¢y

fi節VCi　，．．・・／’…∴∵、．∫、一・㌦・・t，　t：　．．・t／tt　t．．一．・∴．1・・．一・’：

　・章）u＜m6功Le亘仁qピ611e　ertt”d6Cid6．qg’el1e：・’　’aimait・．JO血e亘，　eUe㌧1画e　s＞ennuY4

plu＄．　t・ToVs．les　’　Jjφuts’．ellel．．se　f6Hcitait：「4口口arti・qu戊亀11e．a¶ρit‘．prit．de’　Sp

doゴr泌r．u亘’e、：graa（1e．passiOn．〉．．〔39〕　，．’『tt∵、　　　「　．　．　1・・一．．∴．－・．・　『．　．．：：．

》1そオゼゆ旛ε訂《血e真こカきトミM麺］亘奄1の愛人；泡涯・る㌶条件、屯あ『参・tJS・，t・E，・M．　A胆釦r夢

二はコ壕e頒H泣き濠爵｝He媛6重畑1．から受けた1影響｝を舞・：こノ：11；寡§露：三◎三㌶ご．：’，ミL，T；1・i

繁鯛ぴus、血eぷ・噸牽繭コd《主6；》par・ヨλ。qu剖es2鐘硬隣斌・垣S　ljeu遮阻己s

s



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§脚ahallの人間像　　23Z

d・St・ndhal・・i・nt・bS・1・m・nt・d6P・u・vu・・d’・・P・it．・Mai・c。mm餌t　ne麺

remarquer　la　transformation　du　caτactere　chez　les　h6工oines　stendhalien一

ユ1eS，　so退．1’influence　dq　la　passig兵》　〔40〕　　、・’、　　、’

・と，・指摘して1－CI6五aとSahseverinaに注意を向けている。なる程信心深

ぐ内気なC161ia’が要塞司令官の父が失却ずるのを承知で，愛ゆえにFab亘㏄

の脱獄を手伝う。SanseverinaはFabriceこの命を救う為には，一窮鼠猫を略む

の如く太公を暗殺しぷヱ度目はヨξ子に操を与え憲彼の危機を救う。彼女たち

のみならず㌶邸頭dha1の作中水物ぱ法の強弱藤捌甦じヱ情熱に翻毒巷れない

ものはない。これ程・StendhalがHelv6tius’から受けだ影響は確かに強い。

だが認惟形式に関して言えば，H・1・etiusからの影響はts・。ndh訓カミ記

に次如しセいると自認する分析的思考の代弁者としてHelv6tius，をde　Tracy

と共に考えている・ところに由来しているのでありイStendhalの思惟形式とは，

反対の立場にある。彼は天才め瞬間を待っ・ていたとc『Vie．aεHemy　Brulard』

で告白しているが，彼のかかる期待する態度は，・．きっと，’Helv甜遜の天才

論を知参たであろ’う♂此の事か・らもStendhalは分析的思惟が才能の本質で

あると悟づだと思われる。JHelv6tius　iは天才を発明の能力と定義しltkがら竜

人間の自発的独創を認めていない。彼によると分析的結果の組合ぜと，その

撰択のみが独創を作るというのである。　「1　．　∴．tT

　　、1　一．一・1；．　，（第四章）＜Le・Nat血rel　che2　Stendha1＞一．一

：：’一・ZLIJt－1．’：　∵　　tA　　’”　　・二　　　・　　　tt　　・　一・

He1滅碗ミ人間硝発生を無視するところに彼の哲学理論の限界が生．E

ている。此の限界に関してErnst　Cassirerは『Die　PhillQsOphie　der　’Auf，．－

lCla「ung』一蛾蜘韻解を執・ているid・断定曝らレ・カミ脳にせよ，要点↓ま

その通りど考海㊨磁賦．だ、1，

∫《岨縣と嘩聯熟願識牲き生慈疏齢納魏繊鹸
融し去膓織鱒麟輌舗騒仮装鎮嚥礫鍛鹸鯨聯



螂　　舗部ah疎の火間僅

陀存する駆唾⑪｝’リロぷ（田’iほ蹴鵠詩｝娠随細ぷ励｝臼　　　1呂己

　ざらに；Emst　Ca頭τer．は．i　Jktり具体的にご・・うもイい5δ　　・．／f；三⊃一パ・’

　〈人間のうちにある感覚的で利薗的1な衡動を制御bei、1抑田ずべき根乖的な

く思いやりの感情〉・があるど信じたよ「うな場合f＊，tt必ず，　Helv6伽s1はこの

種のく仮説〉が人間の感情や，行為に関する単純糠実の前に」はどれ程不正

確なものであるかを示そう必じた。〉〔4勾、．　　、　　　　　．　　．　tt

　やがで，〈思いやケの感情〉、を人鑑で経験しkStendh沽庭‘ま∫Hetv6tius

の此の平板循が奈り｝にも無神経羅1思え文、＜過ぷ秦竈でξ、彼は渥にiその．『De・

11a頑眠』でポ満蜜洩す慶至吐塙1↑パ其；“日｛・・’・こ：」ぷ：　i　’／t，、

L．《L’arnlOdf：s．dohNne　lが・’senstabions・　］　les　plbS　fo坑e§po醐les5籏煎6uve餌

esセ　⑳e　dahs　ce忌】証6血㎝ts　d’i’nfim査tio’n，　do’nime　d鍵亮aieエ正t　les　physiok）湊

9tes；1eε6髄f　foberrib　de§alHances　des　sensations　qUi　semblait　si　absurdes；

atix‘philosophε§Hel縦usジBuffon　et　alttres．〉　〔鶴〕・　　　　　　・．　　・

　次の文も・附加しておこう。∴．：、　　　　　　．　　　＿．

　緬ih∫丘，飢c品艶e◇貝h菰tre⑲u’Hel囎tidsゴn・”aYarrt・jam泊s：・se江ti－Ces　doUceS

affebtiolil，εf繊d’a越さ話eo　p坤’ε§p加C畑§ぷcapable　deたs’pe測オe》・

〔娯〕tt－　　1・　　　　『　　一．

　このようにStendhalは，　Helv6ti●が愛に就いて誤認bでいる老鼻・，非難

している。さらに，Helv6tiusは友情に就いても所詮利害の目的でしか成立
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注9）
しない。無償め友情はあり得な鯨・老『De・rESP鄭』¢沖で定義している。

　此の定義にもStendha1は不満を覚えたことであろう。Stendha1は彼の友

人であつたPfos聾r　M．r£m6eやColo血bなどにだだ利害の目的だけで接し

ていたのであろうがδ”　　　一　　　　．　　：’　　　1

　でほ，誰が心理的内容の豊がざを1侮01δ9ueにあらて承認し研究していだ．

のか。その多様さを見抜いていたのか。　　　．　　　　、，∴・’ピ、ばt、・1”

．1 Sb繊晦鯉迦逮場力泊追求罷る畠｝舗鏑a1．硲IHさ1v6価挺禾満を覚え

趨里由ぼ｝ξ後者癒外的感覚を重淘蓮潅苗淫に茜着蚕他煮㌻内的感覚◎存養蒼



　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議面dも鋪《が火間壕　　289’

主張したのは・St・ndhafが’f803轄臨麟きを嫌っセU・た，医者でもあ6

te　M・t6ri・li・teのCa励i誇あうだ、　H晒汕の哲学にS嗣嗣．鹸望

するとき，Ca肱廊はその存在理由のゆえにみな■されるσ

　　《Jb　pense　en　i803註Sagarf　que　fious　6tiiciiiS・　’trep・S§v’さrets嗣】鳴・C8b画島

・・ダ〉　〔45〕

　　『S6…nit・d’Eg6・《喜蝿でS書e血dh鋤まCaba㎡動崎P搬緬P炉

Siqu・’・et－　d・nd・fal』’舳艇執うゼ跳1δ鰯つたど追旛している。

　孤・de　T鱒翻ゼ脂1櫨i宜ti噛曲繊bt・Cdbanig，］も欝蜷dU

ma愉iaIisme・d蹄1b　lipVYe　S　R6麟芸ts　dU卵輝騨e　et　dU　f繊瓠；註v醗ξ僧

rna　bible　a　16’as．》〔46〕1　　　　　　　　・－t　’

　Cabanisの哲学は今日でいう’漣學で拶㊧δ彼¢）哲学によると認識ぼ外的

感覚からの攻壁争るめで醍ぴく》丙的感覚がらも生ずるδずなおちヅ蕪意識

の行為を簡題と龍噛鍵ある，融館§醐つて‘渉も融デム覧な

る・働酪t・・楓σ僻人物固ま深層心理の行却潮らが醐察ざ描、

↑泌RoU蔀6t　te　N嚇却ゐ問題⑲場面，　JUIihri．が教套でMine　R6紺1ぱ

ピ対ルを発射ずる瞬簡まで麟遮戻ら1なが雛6岳M旋邸を出だjUli。亘

はどうして教会に辿り着いだのかを飢邑姐h話ぱ奮づ港く描亭じζいなG・。”

JUIienの行為ば無意識のなかでなざれだめであるδ

くle・0・p・d・’　Pi・fd1・⇔蜴彪就も・てば私ほ修士論文で詳しく論じそいるas

でそれを簡単に引用しておく。あれほど理性的であり，い⇔も厳しい友省の

末庭ゐ攻行動を考えるδそれ佐；得心と確僑がない限り実践匿ふみきること

のなか雛蝕曲が激怒め劇なり，抑え難い衡動齢ら醐漉鰭識ea

おがずであろうと・作家ほそめよう　ic”Cabba・nlの観察を直観し9Sのである6

H・頑M晒頑加まD嚇詰JUIieti・め如鋸人間が抑制じ続げ舗熱

の麟を夢遊網態峨鍵徹醐赫と主議b緯初鱗嚇雛；曹嘗
している。私カミきらに研究したところAndf6‘1e，Bぽ6h遠整砂臨藁b噸§

et　1・＾N・i’d・臨翻遥難同池◎蹴⇔綱罐湊纏ぽお，



、翠9　皐剛1興・の水間像

無、・β戯・9・はE頑・．E・9U・輌不審ts引用しX甑る6，！i・，…、」宕○・ゴ｛．’、　1’：’

　　＜Emile．　FagUet，ご．a写riv餌t．　au，coup　dβth6atre’final’de、Rouge　let　Noi呂

s，6tonne　et　r6crie：、（（1）印ouement　bien田頃亘eガ杖，．・CII　v61it’6i、　u旦peU　Plus

faux　q噴L夏’e§t　permis・・，　Tops　les　pe；sonqages，一　perdent　la，tete・…JUIi．en，

rimpeccable　ambitieux，1’homme　de　saIlg丘oid　effrayant　et　de　volont6

imperturbable？，　e日りe、　pIus　irpense　de　．　tPus，：・　II　n’a　qu’a　．　qttendre。　Quelque

bi・arre　・ff・・t．q・池P‡・d嘩t　S亘・Ml・dt・L・　Mδ1・1・1Ct廿C　d・M皿e　d・Ren・1，

il　fau（共a・biO兵．q早e・・M！、－de，．Lq．M6是．Pe．viempe．　’an・S4ng．、f；oid　．et　se　retrOuve

deva球・1Cミ｝頑c皇§s蟻ら曇⇔蟻1§垣煕‡iρ碁・」顛塁兵P，竃q草葱旦口鎚止曾．・：11、lplatt鋼d

pas．11、c皿rt　a・，Mme　de　Ranal・　et．　lui　，tire．un　coup：虫p碑gle紗、：／1・郵㌧：．、：．，

　　Fag草βtl．a＿t＿il　raj等on、de　se　Ino（luer？〉　〔47〕　　　　　　　．　　　，　　　　　　　・

　　このようにStendhalかちCabanisの哲学を知るとき，　Id6010gue研究を

続けるSt銀dbaHに執ってM垣ne　de．Biran，とり出会は避遁とは言えぬ必然

¢）なりゆきで二あρ・たO：Bi‡頭こも：’・de，Traρy£Cabanl§．と．同、以綜乏，．　ICgpdjllac一の

§ensq壷障n⇔に修正を憲図するこ．とにょっ・rC・lil自己の哲学を見出すσ：彼は日

記・『Joum∂1．麺time』：カミ示，す如く極度に．鋭敏な内的感覚を持？ている人であ

つ桓御韻ぬ7節に記の雄を分析してレミる♀t　tt　’．　・t．　L∵・∴

　　◇・・Ui…par・m・n・tUr・・1，4Q・・d・！’亘興ePti鋤int・卿C，・e貿∂1，．ρ0皿1ρC

qUi・・“・垣興ldC伽・・d・，、　mOj，．・eylta・S・ap娠qU’・nt・1・s・・．・utr・s．h9㎜・es

PQur・le・・噸匂・ext・「ieurs・∵〉・〔48〕　　・　・一・　　、　t　t．・・．・．．　、1－　J一

　　此のr節を読んで観ても表現上の相異があるにせよ一e彼の思惟形式．が

Ro岬eaw　S七epdh泣のそれと似ていることが彷彿と・してくるであろう。否，．

似ていゐ．どζ．ろか酷似していると言5べきであろう。此の告白が示唆してい

るよう江じBiτanはCqbanis．　一と共に外的感覚が認識となるのみならず，内

的顧躍雛担鯨姪鋤無い、ゑδ｛・鰻M，A1悼蜘きそ，の．晦Na輿・

叫癒冬、£嬉1嬉幽撫，蕊、1，蟻ぬsだ㌻三二漂、障・こ≡、・．ン、：．

　’・，dW琴⑭卿項蓮熱趣頭．⑳§量（主鱒争騨・燕蟻撫．血・de－．．）Bi・a購

↓



　　　．　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　s嗣halめ人間像　閣

「6d魎t’恒・de・iX・：1　b・頭pt・，i・e・1垣・d・’麺晦・・IUI・・d。・．瞬麺。誌l

M垣se・t・e　ce・d・ux・・rmes　・e　j・u・・・…1a　vi・d・・B。ylei’．t’〉’．〔49〕：・：・・．

　　∫とP’Stendha11と’・島rah之1の関係を研究・しているが；．Ste記h泣自身は・、Bifan

醐学をど・xう・に珊究・し瀦して．いたのであろ・．う、か。彼がM繊de

Bi「a随熱心嘲究していte・8・5年当時，〈思いやり一の鮪〉雄験し！，（：、．、1、

　た6’・その相手は’M61a垣el　G亘lbe写t．・であ：るφ旧記でま，ま．な・らぬ気持を吐露し

てし蕊㌍・・∴・：・・t，・∴・・J・一・・．・∵・∫．：．・．．．ltt＿tt－：

∵伽》唾：PPip・．a，ld；・・p・iち♂6・ai・’…P麺bl・・，，e・．エ，・。晦、，亘．，Qrtl　’．n，，

i1；蛭t卿．皿・：・・9di．・9i9…g・mPn・i・ξ．dO　Ch・．t姉・，，，・・1、＄，iri．tU。ll，St

Q唾jC・麺，軸堪賠・・Pe．・；．cept・nl号・．．噸鵬・e。・a晦j。1．P。urrai．1，，、　lui

di「e》〔5・〕、∴、：．1　1－，∴．・・．．，．、∴一・、．∵＝　　．、、・、…∴：，、

　　此の告離読まれる．〈pe・cep・i・n＞と〈・・ns・・ig・〉とをF．、　M．　AlbeidS　e、

上述の彼の研究で捉鉢のであろう…些の記述鯛額S・・ndh。1がMain，

de　Bi「an 捻識して・・る・とカ・予想甑るカ・敬でそ漉舶・・して、、る。

＜E臭五騨B迦9⑰㌔与q・9・1・日・嘩工・・唾嘩・，S．剛§騨。i》

三〔51〕．一…≡、・1．’∴・．・．・∴．・．・．∵1ご・・，．，．・．．：∴．．．．』．㌧二・．…

さ弊＆姉・1：碇う’勧ている・．・・一、・、、．、．・・：．．r；・．∵∴．、．1、．lli

－
段一・mble．q項垣・・．9・・nai・1・・b’g・h軸砲i・9・1　q，e．・d，PUi、1。1輌e

邸麺J’顯呼・6㏄’S・ir！5・／un・・6i垣・癒e・・e・一取e嘩頭．・m・麺，

d°P・e・1・　・pleen・il・y・qUinze．j・urs…丘剛・e　a　M6・a㎡・，・t　ce，gU頑

唾輌輿・mm・1・⑫1毎s輌迦ε戚て52〕，・・一：、．、≡∴∵，．

1毎貝己数時聞に及ぶ．・M亘碑．qe．Birap．の読書はrケ月がすぎたとき．s．その

哲学を・§⑰4垣1，は把握するに至るb二事実ξ二：此の年代からii；．O，余年がすぎた

1829年馳鴫蹴塾る酵者の名‘ま：輌WB迦．鰍雄る6，・、

辻㎝鰯e嚥灘勲唾・麺…．，⑰麺随÷e1・洞a．r・域q面

峻鰺9喫箋騨礁鰻；6麟や娘一頭・．記嚥」，嚇，、

C蛭嚥江嚥噸轡堅・綱噸題・輌・測：111¢g融
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理6mOiτe　t頑s　PΩu「§．e．　ttaPPeler　：．　les二’記otime蝋s，ご4LfaUt．eQrn血e．uper　r．par

f証re　1江曜㏄pti・兵：：三・．：∵，，：　’一“・’”・’，一・．　；t－t・・1．・∵…∵∴ジ’

：．・．Vδila　o立丁6t品e　dさllld60109ie，（T白c｝とet　Biτan）．∫m，est　utile・1－　3　ご

　　J，ai．6t6　仕さ§　natufel　hieτ∵dix刀a拍lche，D6ndant．quat’re「l　heures　qUe　j’泣

pass6e已’avec・eHeブjeこn戊ai．’paS．6ncote’fait・・perceptio氏、de面hniさ琵q由一je’ih；e

sai．S．pas　encQエ’e　ce’qte：JjeL’lui　泣　paru．・・Pour　e江re”・’enfierelih6nt　．dans・le’1／geate

naturel　qui　est　le　v6ritablement　esprit，　il　faut　y　etre　habitu6．…〉〔53〕」㌻

．：’：1此の文章を読んで観ると9－lSt頭dharが’Bi壬麺，が説く’習慣や努力ゐ観念を

充鋼巳理解して駆る轡とが卵る61見ぢ蹄老樋吻ご⑳彼渡日諭ご催ほ二《誕五ti二

垣ent忌ma’turle’ls＞［どあるfiミ；’：此の言葉こ宅三ツ’私がStさ溺樹↓の本性と氾で

〈Sehsibilit6　naturelle＞と呼んだものの発現と考えるものである。∵’1”t’二’TJ：

　：：：　～こ　：”　ポ：　『9　、　∵　　二1’　＿．　ミ．．’　．．　　、　　二　　．．　　・ミノ　’’　　　　　　　”　　　　．　．　←二　　・

　：：”1．，一”i・一’『3（第五章》　・〈結：　’；：こ・：ンー論〉㌧・’11∫ぺ㌧三：EllLL．

cンノ：∴∴∴∴二ご、・”i・．t：・∵1’，∵1㍉『1・：∴∴二∵：・’／：’一二：i：’

　’此の’よう層に，・Stehdhalが自己の感受｛生に素直であ一るとき二・℃油a㎡ざや

Maine　de　Biranとの関係には全く対立点がない。換言すればHelv6tiuSヵ主誤

認したとStendhalが非難した〈Amo遼’i五⑳n茄〉．もs：Biranにあらそ濠説

　明される。以上彼のid邑δ10迦百研究航跡を注意深く考察して観ると，’S昆庁

dhal一の性格ヵミ本質的に”〈酪nsibilif6’na加e11e＞tiこあることが洞察され；るで

　あ・ろ∵う6’t・’：t”　t：：．三　．・：，・：「’：…埠　∵∵’：’」：一’・・一’1’　一こ・・∴二

　　故に，L60n　BlumやEM．’Alb6rさsが主張するid6010gue的自我と，

Rot　aneSqtie’Mg自我とが，一矛盾の形象裏に，’両者の相剋めなカsにSt6ndha1

め本性が存在すると看徹すのは妥当な見解でほないと思う。彼が自己の本性

であるr’1＜Seh3ibil・it6　・’・ria’fUr611e＞た何か無力感を覚える心理状態にあるどき，一

彼が自己の本性iE・は対象的な酪の：う泊己の消極性に対する積極性ジ自己の無

’ 為に対■る待動狗馴：天才の瞬間を期待するま⑳毒，二不断の努力を志すときが

　がる彼㊧姿勢態その本牲乏現誤づて旛な．ら｛ないざ’此の点に私の主張がある｛⑳

‘
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であるが～一だからとてPa田ArbeIet，・Heh亘’M翫ti垣ah，－Albert　Thibaudet

？5t・ndh欄の如く・彼を情熱咽倒の樺鰍嘩硫ので｝・ない．

その醐は燗地きた社会・殊にS・・ndh・1・ヵ・生きた社会峨争と輪の

真中にあった。そうした社会に物心ついたときから彼はいたのである。少年

蜘ま輝命と恐匝政絃青醐一士官にすぎぬN・÷・・皇帝とな

るのを：孔て・勧嬢と王蝉鑓・・て胡齢を蹴・ttかか1る

動乱にあけくれた社会にあっては．自己の本性を見失い易い。個人の性格はぎ

りぎりの線で妥協を発見するb・人間疎外を意識し7eくない漆らVX“，，1自己救済

働授劇牢ない遠づ「てバt・・dh泌鶏搬σ羅と鴎。ては
地ないし・毎嚥微ること．ew来ない筈である。

　　（注D＜⑭1！，j・C・i・・・…qi・IUi　e◎呼⊆’．卿1・・en・ibili・6　m・1・dg，

、P訂d㎝輌idit6！．　etl．．la．．sauv・g鴫cet・u・e　a8；1改C噸・d・己・aP・・Pl・㊨

，．l
etait　yeng　．1’ex仕6mit6。・b・・6・dl・㌦日麺・9・pP・rt・了aPC…卿⇒ピ・’a；ti・m－

m・・P・1…inem・・さヤ6虻・tS・POit・y・磁bi㎝f6・’ 1田me泊6　d6⑰・㎞・em，。・S．丘

vic°竺te麺ξ聖Ch・・ea・b・i興d・・1・rs　e・・5il・・q．・ym・dg9・i・m6P三IS6　ce・茄紺

’P・fi・b・・輌・・P。輌・1印rs’ ames・e　r巴・embl・i㎝ぼlw，　p，emier　bo。tr、drTavec

Pa「is・・ille．6面卓P叫・－P・・9hi・・is　c・mme蜘ce　B・et。・；一〉’〔54）

　　実のところP・・IAb・1・・の此の指摘は・S・助dhalがinVi・d・Hen・y，　Bpal、9d』の

．’

第37章でChaぬub聖pd・に｝‡触れていないが’、語っていることである。

1・・．・・（注2）EMAIb鱒が・・うくN寧繊…tnn6＞の意味は次の勤である∴

． 《「°utes　les　6tn・ゆ・am…印ぷ…S⑰嘔1・t－　．’F4b・5・e，　a画顎・胆・Ub，lir

・・1遣黙已1…7．・t・u・1e・e酬噂6・9・i・6，，・・．d’iPqependapg・q・e－．，le　c・興・・㏄

一・
i・1§騨鯉画飽・・輿・rP・中・e寧・il㎞・．S．・・d・血迦鋼姉m蜘・d・qrpa－

，

呼・9起岬1帥・・d・du　la・d・㏄m亀弊、s・P・et・旬i釦垣m6S．・印d㎝t、え瓦lien，

一

二会Fa輌鯵§興姻1餌・9blyS・e・．e・lgPr、．IPdepeqd・n㏄，卿・9Ups，L；・，》〔55〕，，t

．二（注3＞・鰹゜1・Rgland・孕㎞桓・・，d・・，．M・nね興d司印・・ya・A雌睡・q。q・，e，11・

・－mg碑．en卿寧卿‡’・1タP垣・・e・e」1eb・e・．＜ρ・・liber・6！．．q・・d・ぱi頑・・、．、cpPm・t、e・

t°n皿゜m・〉（1響鯖響①一、］・　　1、　　　…　　　　　獣1弓，　・ぼ・三

　　（注4）．α唖嚥顯、麺・fi11・・．d・SP・・ddn・…d・9tand．C・m・ill・，・n6・・aux・

，Ch㎞剛（O由・）謙鷲無・・i騨・d・Mhr・t，，脇臨繊：麟鑓瞬8i領i卜

岬・in・1・両・櫛謡纐議鞭溺酬鰯・副鞠這11・繭・已



‘
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　　・：・（注5）＾Dub寅の著書は・fR6flexio亘s：cri6qu巴・気suf・・lat　rpo6sip’　et　・la－　：Peinfuire』であ

　　　　り，別名，〈最初の感情主義美学〉と言われる。　・　　　　　　　　　・：tt　　・・

　　　　　（注6）此の文に於いてJean　Starobinskiはくlouissances＞の意味をこのように
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　　　RousseaU自身の言葉も引用して説明’している。　　’　　　”　　　　　　“

　　，　　　〈Ces　jotfissances，，1　si　lnpus　en　croyons　la　let鹿・魑sur．1e　valais，　s◎nt　celles　oti：1’〔培prit

　　　du　spectateuτ　s，gxqlte．・juequ，えs，　oubl　ir　totalement’dans・son・extase，　《On・oublit　touち

　　　op　s’oublit　soJlrpaeme…　》「Lβymomgnt　de　lq，p1US　p自ぼfa鯉e皐e杜etε　dq　paysage　est　ausSi
　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　ペ　　　　　　　　　　　や　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　ロ　　　　ヒ　ア　　　ヘ　ロ　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　コ　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　1e　mbment　o這＾Pさtre§ent≦’effacεr　les　’lim．ites『de　So宜existence’personnelle．　tC　voile

　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　ロ　　　　　　　　　　　　　な　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら

　　．eSt　supprim6，、．et　－lel’spectateur，、r　devenu・・1d　i・aussi　xn6ins・opaque，・disparaSt　dans－la

　　’Jun］－iさre　え，　igqg．gl．ie　il．．．est　maillt麺導C，tr⑪扉禦ス〉　〔56）一　：．1．．，　　　　．”　　．　．1＼　　　．　　’　　、

、・ン（注ρ二鰍煕9漂魏呼聴鰹蝉麺n票警寧煕鯉｝・ipas
　　　ici　beSoin　　　　　　　　　　　　d’eXPIication；…　　Oh　diroit　que桓on　coeur　et　espritピ5PPartiennent　pas　au

　　　mさ鵬嗣i舳．L。、efi・i，fi，n・，，1。s’㌔毒6盆P逼・二1緬ξ・篇謡論i士’頑己、

　　　mals　au　lieu【de　m，6clairer，　iI　me　brfile　et　m’6blouit．　Je　sens　tout　et　je　ne　vois

　　　rien．　Je　suis　emport6，　mais　stupide；il　faut　que　je　sois　de　sang－froid　pour　penser．・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　ロ　　　ヂ　　コロ　ド　　　　　　ド

　　　Ce　qu’il　y　a　d’6tonnant　est　que　j’ai　cependant　le　tact　assez　sfir　de　la，p6h6ピati6n，
　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　　　　　　　　　　び　コロ　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペ　　　　　　　　ロ　ヒ　　　　　　ロ　ロ　　　ヨ　コ　　　　コ　　　　　　や
　　　de　la　finesse　mさrne，　pourvu　qu’on　m’attende：je　fais　d’excellents　impromptus　i
　　ココ　　コロ　　　パコ　ドニ　　　　　ロ　　　　　　ワ　　　　　ドロ　　　　　　ノ　　バ　　
　　　’loisir．〉　〔57）’　　　”　　　　　　　　　　　　　幽　　　　　　’　　　　　　　　　一　　㌧．－t　　　　　　’

　コ　ロ　　　　　　　　　　ノ　コ　　　　　いいし　　　　　　　　　　し　　　ド　ロ　　　ヂ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　コ　げ　ド　ロ

　　　　　此の文章の最后の句は，Stendha1やLueien　Leuwenのロ癖とも言える文句に極
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　　　　　　　　ド

　　∴端に類似していよう’ご　　t　’／t1’・’t’t　　・『．．一’　『∴　’t・　11’；t　　」

　　　　　　　　　　ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　ヒ

　　　　　（注8）　《Je　h’a己is　pout『’appui　qlie　Inoh　66n　sens　et　rn亘C吾もyan6e’dans　l’Eヰrit

　　　d・宜elv6tfus：・’　　噛　　　　　　幽　’・　’・・二　∴・1”　t　”　　　　一一”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　ロ　ロ　　　　　　　　　ア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　ロ　　ト

　　　　　Je　dit　croyance　exprさs，61ev6　sous　dn6　mach血e　pneulnatique，　Saisi　d，dhbition、

．、　　　　　　　　　・‘　　　’　．馳－－「　 　　 P 　　、　∵　 r
　　　ipei鵬．6mandip6　pa’t　m6n　envoiら・1）Edole　ceritrale，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Helv6tiuS　ne噛pouvait・／’etre　pou1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぢ

　　　moi　q泌pr6diCtiori’・ddS　choses　que’j’hl1ai’s．　rChCOntrer．〉〔58〕　　　　「：『｝」幽一

　　”・　（注9）　　〈A㎞er，’6，est　avoir　beSoi㎡．・Nulle“amiti芭fwns　i　beso’in：℃e’記rdit　en・effe亡

1 蜘s伽S6．・：こr；es’－h。m血es・n’dnt　pas：tous・1已加さ頑besoins：『1’ti’friiti6’esピdonと，　en－

　　　　　　　　　　グ　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　・t「tr，eux・・f6nd6e’sul　deS　rnbtifs’diff6feniS．工es「・’dth9・Ont’besoin　de　pliiSi｝6u’．d，訂gent，

　　　lesl　autτes　de（オ邑dit，　cetiSii－bi　de　cohversdr，　ceu’x　li’de　bonfine了’IeO虚S　peins1：’eh　coris6－一

・．　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、’ 　　”s　　’：Φen鴫‘i1●t　des－aln三s－de　plaisir；d，　argenf，　’dd’　intrigue，　d°e斗）rit・さピdざmalhe近．　Rien

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　・ごde・pl亘s／utile竃直e　de　con§id6reτ’1’amiti6’sods．　ce・P6int’de　vUe，　et「aぼ「☆n　former噛des

　　　id6es　，　neg寧s，〉、〔｛▲9〕　・，ttt　　・　・　、・　　　　　　　、．：　　　．　・・「　・一・－r：、二・’・1－　　　tt・

　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　ラロ　　　ロロ　　　　ロ　ロ　　　　　　　マ　　　　　　　　　　　　　　　　に　　　　　コ　ロ　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペ　　　　　　　　コ　　　　　　ト

・「
．　・＼、i1、。．．’仁二’・．　t・，1・：’　L．．：・st・1．．・一・：，’．い！・nll；kL　tコ’，一・・巳パ∴．三、∵・：∴・・：t　・＋い1・

　　　　　　 　　　　　

《

、一

恒ご引用3ζ．の原典鰺’及、ぴいその頁。∵・・い・：・三三1：．、．ミー’、1つ・：・＜・言↓∴・㍉・・ら　’二∵・∴

　㌧（1）ξF．M～：A胆6玲S；1　L皇ゴ理些興e1、，ghez§鯉嘘畑1誌耳d，；Ni穿t浪テ，．185．．1．，t－・．∴　；．．



」

・（g）　Ibid．　p．143．　I

ao）　Ibid．　p．143．

ω　　Ibid．　p．50．

02）　Ibid．　p．39L

t
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②Paul　A「belet・L・　Jcu・es・e　d・S・㎝dh・1・Ed・、Ch・mpiρn・…コ．？・eCace，，，奪．

（3）H㏄「iMa°i・ea・：L・C・e・・d・S…dh・1・．・m・Albi・，　M嚇、・，．A剛テP・頭。・

　P．10．
　　　　　　　　　　　　　　・　…　　　：1，　　　　’，’1：；・：　’『　一・∵：　・・
ωbe°n　Bl・m：S・㎝dh・1・gS・・1・・k・li・鵬m・・，獅、弊宇hCl，ぷ・T・3ぽ、㌶‘
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n・。、t・P。・　be。U　p盛如・il臨t’“f；it遍遜P・・ee「qdil　・e・｛rci・nl・㎝・aU・

id6・・　qu・n・us・Yq鵬d・1…tu・e　des　ch・・e・et　d・・p・i・・ipe・d・1’a・t・〉

〔2〕

　かように，Lahaτpeは美は絶対であると定義しているのであるが，此の芸

術観は規則が美を創造すると考え，必然的結果として絶対美の存在を認容し

それは真実の一形式と考えられると断定し，具体的には，あらゆる詩人，劇

作家の才能の条件は，韻文に於いて雄弁であることだとLaharpeはその

esth6tiqueを主張するわけである。数学を愛好したStendha1に執って，諸

輪の法則嘩黙遮蛭顯襲鱒瞳鱒顯1嬢硝であると解
くLalharpeの文学観を礼讃Usそのesth6tique・を金科玉条と信じ韻文の上

達を狙って劇作に励み，『Racine　et　Shakespeare』1こ於いてさえ次の如く語

っているo

　：＜Je　veu＞（－qteブda泊s　troi§㏄nfs　aris，1，0n　i・me　croie　contemporain　d邑

〈⊃orh6i五e’6i　de〕Ri6壬he．づ・C・6st　da鵡n6s　vieux　auteurs「如ざje　trouv6rai　Ie

g6hie　de　la・　Llangtlei＞　‘’〔3〕”　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　’

㌔ とゐまう1こL砲娠の戯曲thSX深く泣6ndhalのものとなり，　Racineを

重要視するこどになちパPauline宛¢浮紙にもi”　Rti’cine　i礼讃となって表現さ

れている。．　　　　　　・∴・・　1　・「；、　　　　：∴’

、・’ ㊨。・t。’・C。n，eiUεdGH拒Racih。，’1。．t6・ribl・C・6bill・n，・t　le　ch㎜・tit・L・

F。nt垣n＆西。，面ia’1占，t。n。ごi垣me五δ。・　qiri・ε麺。　R・・ih・d亡◎6bih・n

et－d61a・foUle・’des　・　’imitafeurs∵de　ee・deτnieL》”　〔4〕

　19世紀初頭をNaPO160nの従軍兵士として戦争に参加し，その余暇をかか

る舌典研究にすごして吉典派め文学観を身につげ；・彼の世紀の；IMoh：　ere；Ra－．

ci㎡だちんとする意慾にかられ，実際，『De這X　Ho垣血eS』，｛『暁ux　A㎡s』

　　　　　　　　　　　　　　　　ゴへ　　ざ　　　のニいプ　ぶ　　パでロ　ヤニ　　　　　　ィ　コジほなどの習作に日々を送o．ていたSt6naharであ：うだが，1810年頃にな肴と彼

ほ自分には宜d亘e鰯朧が恒・ごどを認あ詰きらに2年後には官由め悲劇

だ溺感動し叙溺1；醸ミ，波ゐぞ鰺詮み醗繊無瀕微ぶ逢86声，：
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琴難；こ＜J・m6D・iSe　V繊三；頑t磁ih⇔と，殊Pム亘1i・・噛明げ℃そ

”Oji見解を，　　．、，∴　，：t：・Ll／・、　　・　　　tt　t　　，：t

一 くJe　vois　d’ici　toutes　Ies¶pl泣itua6s　qu，玉1二faisaif：a　lh　Cour　de　L’dUis　XIV．

L’habitude　de　Iと’c（）泣エ頭d’・ihcapable　de　sentir．　ce　qui　est　v翻tablement

grdnd．〉’〔5〕　　，1．1）．　　　　　・　’　　　＼　　　　　　．一　　　　　　　　　　　　　　’・”

　’と・示してsRhcine観の変貌を知らせていたあである。

　私は・此のRacine観の展開が，1823年め『Racine　et　Shakespeare』にい

たって結晶していると断定遼ざるを得ない6因み庭この本の要旨をまどある

吉・’S・・ndh“al’　”’tiま・9世縦いう・報を恵bo対象醸ぽ論壌競。　D笹

紀初頭は，Racine一劇が上演され宮廷ve’一享楽と優雅のあらたit6b6；’－xtvの

時代ではなくして・むしろ；’　・’Shakespeafe劇が上演される直前めイギーリス，

すなわち・bコ00・年間め内乱と轍の謀叛や処刑高潔な瀦がすぎ去づ嫌

か吻時代瀕似しているがら，・’ ぞラジ劫歴史を紐餓浸みても・78σ聯

ら1823年のStendha1あ世代ほどに，急激な全的変花を自分克ちの道徳寧快

楽に於いて体験しだものはなかったσ：とのようなびとびとに快楽を与える戯

’ 曲ほ．Sh磁es典e劇であり…一おそら〈；フランズ噺し聴劇｝ま．Sh臨必，

：のそれに酷似するかも知れぬ。t　tとヂSt己dhaLは結論してぶるのである♂き

’ らに本文より引用し之お＾こう・。’∵ン　：：’”　tt”．－t・　「ご☆二

「き三郷1・c・titrari・磁蜘d　h・inbti・ae：磁habi垣dd頭造。irl。輌U，恒le面。

画曲・ミde　L・h・・pll・t・des・aU欝画直h6t磁証卿6き｝・d。噸凝tiさ垣。

・iさd百o観～f垣tCO・t・a磁’‘（輌・’ily・d・’Di・ジc・e・tq。e櫛。由、旋託6n，

de’la　va垣蓄8哀、　soutenir　Jque・Ces・ぬauv盃sd§　habi垣des　so丘ガfo亘dεes　Fdごns　la

nature．〉　〔6〕

’： 〈pt・n・漣d・・疏さde・e・噛・・M・ti・麺・fit’d…’・6・61i・・s㊥輌p。m－

Phlets　c・・t・e域渡：ε斑ε戯盃§》・轡〕∵・1∵・・’：・，．・一・t；．，・、．・・，。一

要するに・勲紡ゆ嚇瞬漣じて不変であると・蟻磁｛娠・鷲に

よち1緒齢流※S幽翻難・h・麺・〉瞬臓翻鍵唾加・』



｝袈0　・寧en幽alの人閲像

では啓蒙論者の〈esth6ti禦e＞の立場をとり，美はその時代の忠実な反映で

あり，従って，相対的なものであると，まったく180度の変貌を文学観で遂げ

たわけである。しか、し，彼の文学観が23年（『Racinq　et　Shakespeare』の出版の年〉

に突然変貌したのではなく，1810年頃を境に7，．8年にわたって，あのNす

po160n鼓事詩の過中にあったStendha1のヨー一　Pッパ中を散索レた経験と∫・

Shakespeare・及び・・啓蒙論者たおに対する再評価とカ㍉彼の文学を観る態度

を修Eしfいっ塵というべきであろう。，’、、　　l　　　　　lIl．

：S・ゆ破：の戯庭閑言懸ゴ雲糖誕嘩鰺勇1坪i碩・・却の舞

台に・，取鱒β憲：β興e塑幣麟塁鎮を攣骸る遮理璽塑閲鰹遊鰺1β9σ

年から18↓9年にかけてである・例越・18。4年7月25・日にパ・，・r，

　　　《Les　personnages　de　Shakespeare　ont　peut－6tre　un　d6faut　qui（坦t、尊邑s

brillant，　mais　qUi　n’est　pas　moins　un　d6faut，　ils．　sont　trop　610quents．　De．　Cette

，6麺・n・e旬6⑩e．呼興1・a4’ame　en　e・・rg・nt・1・rmqips　．p・s・ibl・1，・

、tel　e・Telle　q｝1，i口a』al1垣t　b・・un　Peup．1e　grossierl＞〔8〕　「－　　1－1

　と，．当時，Rqgip．ei・の飾りのない自然なStyleに手本を求めてし’）te・　＄te．ndb，al

の、Shake§限areを観6批評眼はいたっ、て｛厳しかったのである。、且つ『Pe午

唾es－FiloSofia－NgYaユを読めば充分納得りいくことであるが，　Sten典填｛ま自

分の批評の根拠をid6010gueに証言させているのである。しかるに18Q7年か

ら1810年頃を境にStCndh4の研究対象はSh丞espe肛e一辺倒となる。1810

年のP孤H嘩にあてた手紙で，・彼は研究対象が不変であるという己とは幸福

を創造する秘密Qtつであると述べて）’人名と作品を列挙しているのである

が，Joh限o旦による『Lifes　Of　poets』（彼のshakespeateに対する序交）・も数え

て，

，

　・《Et　toujgurs　Sb－akespeare，　pour．1equ｛el導a　Passio丑ne　croit　pasゴq］頃que－

m・nt・Pare・qu’・皿e　n・peut　p1田9や弊e》，匡9・〕e；’・t　・’t　・；・1・・；1－一・－1・‘…：

．r・皇’と；：述べ善怪るぴづ∫三主：べ三㌻ン1≡づ・ジゴご∵羅，、　　「’…　→一

；盟年領泓波人顯鞭◎Q基・恵の共同研毅癒迄この情熱観華し
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てし’る・V・　D・1　Litt・．のrL・Vie－i興CC…11・de詠・・d，hal』eeti・＃，．縫

の　Shak・・pe・・e観は繍鱗れてV・る漂証、されている。す紘ち，欝｛ま

次の如き註釈をしているとい殉である。最も駄なドラマの天あ，そじ

て・彼等はその純継領実性を高く評価し｝、髄幽曲臓造が批判され

ていても，此の欠点は諸4の観念の大いなる展蹴及び，感覚や文体の計り

知れない変化によって償なわれる。1と，ご’弁護し；、一翌4月には狙03年当時，そ

の筋に欠点があると評した筈の『Macbeth．』、¢）研究に着手じている05分す

ぎると直ちに見物人はMacbe垣夫人が如何な：る女性であるかを知ると，そ

の性格描写を讃え，次の週には，『The　Me題ha嘩．ρf　Ve壇CC』，．．　1『」岨u§Cae＿

旦a「』・『Tb・　’Me「ty．wi・e§’。f　W卿r』二にまで進燕溢M？五÷・eカ・念頭

にあ・た縫からは8h蝸岬ゆ喜劇願纏凝価助劫靖。と，
IDel・Li・！ti°はそ硯睦ご§t・qdna」．・燃？磁の如く繍塔いる。一・．．

　　《E…m・t・ut・n・Sh丞・・Peql・　es・・uperi・．　a　k・頑胆・・剣宇q・t・

．au－deSS．ous　de　M真1iさ聖》〔10〕．　・・：．．　　　　．∫、こ・

’

なお・ζうしたfe・⊇Sh止宇訂e観は、＄t・硬司が澱蟻を知る

に及んで益々そうした傾向を深砲るζとになる。．彼が浪遁主義を担握したの

は，此の共同研究か：ら2年がすぎた担問年であっ左うう宅思われている。力今

の§坦・99－1の『UyW興a・i・㎏・K暇…d－－L，i…a叫醐江3年12醐め

にフランスで醗訳出版されている。Stendhalはこの本をt．4・i，15菖、16年と，毎

年読み返し⑳である・卿吐を晒・i⊇§興・c卿C』、㊥想する。

　＜La　iectu「・d・S・hl・g・1・・d・’D・・i・m’・鱒…無輌凛唾・i卿

f1a・g・i・・fah・rP・・．GCgffτ99・Ma・m9廻・・u蝉P垣・‡剛es¢頑q。。，》

｛11〕　　　　　　・：・．　　．．．　　　．．

敗戦の祖国にブ・ば欄噸活棚ぬられる聴嫌っ熾の姿e＊　1・M－，，c，

伯に似て・弐三zの桑衷諺座㊧桟敷に見られた嬢≧桟敷璽まgは才タ膓アのh1一

嘩1靴1も嫡べぎL鴻鰺禦・・鯵・た・・趣距熟捲憤撤ま，・

慕靭ヅ噛様髄呈じ；’瀕一暁・砿辮囎鰻してV・た触ある。．従
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6．tl・彼bサ’ロシi’友び5彼の桟敷にほヨニロ寄バ中め進歩的知識人が数え

ちれた。．By土o亘やHbbbesも例外セはなかlbた。両者は16年10月12乙日か：ら11

月3日、まで、「 ミラノに滞在していたこ’とが知られているが，、彼等が「ミラノに到

着した頃，　t．　Stendha1・ぱ・コ’一モ湖を周遊していた6・彼は16日：にミラノに帰った

が・；．その当・日，，Bエeme．の桟敷で・Byron’に紹介されている。

”’かかる知的環境ですごしていだStendhal∫が友人grozetにあてた書簡は

その文学観の変貌をい、づそ・う明瞭に伝えているi。．Stendha1は幼な友だちに

対して∴イ：ギリ．ス文学の観念を示教勉売庚と；ヅ※NO七e捌ha逝q泌》，と，手紙

の中に話1愛そ戚るがジ磁鑑厩灘亘罐耗’Wぷ：疏r適tt適頃研究姪壬法ど’

そ細まi8f奔めrL・HiSt・if61　d・垣Peii垣“ぷ磁・』・の＝部分醜る筈で

あったが，実際は送られなかったという6且つMartineauはそれがグルン

ー
ブル原稿の中の菰立した一葉がそう’であろうと推定しているが，そあ厳

を以下陀引用すると引’　『’㌧　’　　．：’一”：・：L・∴　一

　　灯，・、Ui、　bi。n・fa・h6・d・n・p・・av・i・・u　c・”・・qu・je　s廊・uj・urd？hUl　’e・n

faiShritl：’m。・1，gt・nd6’一一fidte　，　igni　・．’1・s，1・’・dm・頑u・s；・da・S・les　’tenip6r’arn・rit・・’j・

crois．’i　V⑨’ibi；ie，：f道f▲1‘．li工届’．エomahti≒〔ues　’aU6血a五dS1二姦e　sont’q｛1e　de　lo｛丘as

鎚亘姪／巨’・V6永ab1・’9・nf・二・頑☆輌・・εSt磁苗トq磁樹・麺蛎pa・

1’Edirtbhrgh－．ReVi。w・et’一廊這6q・e　p泣’嗣・母頭・tM　M・S・・th・悟℃a呼

岳11・etse6⇒亡12〕：…ごll－・・；．…∴．＝1・一：「・．・・’・”；　’・1：・：

　　さらに，Sモe娩dh泣二’　e±　「・BY・tonの”『CoτsaireJを讃えたあとで次の如き浪漫

派匿関する認識を記るしそいる♂’二’頁∴’f’ttパ’こ・ビ　’／’　－1

　・r，《アai∵euJe・・p1血sトgra五d㌔tgrゼde　J　dirbl－1已§τエ0血anUques二h》ont・po血eux－que

1。g，。nd。。皿d。　Shak・・p・ar・．　Byr・n・・S・・tt・ir…cer・ain・m・n・田・

PO・t．緬：さt『正｝yi　ort　eSt　6gal　ti　Racinel　sup6亘euf江L　Pδpe，〉　〔13〕・　　ジ｝

　　此の文章の続き・を読む淫Stehd1過・汰二℃£0注rめためにC当時のイギ刃沃

　浪漫派理論あ集約といわ茸≒（い’6　・　EclihbtrkghlZR6vieibv　’1の4ら号6頁を醗訳す

　るつもりであっだ。・と記嘘罐ジ彼がイ；ギヅズ浪漫派を認識氾た感銘をこ◎δzet



残1

’
｝
’
i

　

：2”it

、．

㌻・：・　　　　．　’　　『　　　　　吾翻破欲鹸　蕊

　楚沓裳努諺差v篭巌弩窪蕩壱蕩蓄ゴ・≡㌻ご・．パて’㌻∵∵・・∵・－1　L

・翌癖磯；持醐輸已今；搬謙紬艇泌’S，hi。9d・めrUb，，

凝滅・凝h・i翻域論i蒔イ・好充融騰れ∋剤ア痔
廉か勧め反響力・あ。たといわれ，・瀬主敵対する反撃も当然お。ら

te・此の年イター リァの一A・g・・ともし・がきL・・d6頑のr浪漫派詩に関ず

　る批評』が；舌典派を代表したかたちで出版されだが；此の年2ケ月ほどL

　かミラノに滞在したピずぎない§teddh．1一ではあづたが，’ミラノ浪漫派対古

　典派の相剋たがたとぎも無関心でほありえなふつたので，彼がL6’nd”6hiOの

著作を知っていた形跡は歴然としているσ論証し÷（一みる・と；一・『Racihe・et　Sha－

　kespeare』に次の句が読まれるご　「”：○・，，’　　『・

◆‘ くQ・’・・t鵡quざ16rf6桓・ritidsm・脳t・MI　L6hd6㎡。》幽〔i4〕・：「一三

　　L6ndδ㎡6一の主張をvi　Dal　’Linb　”iai）解説た従って紹介すると伝統に忠実

であった彼は自然嬢択すべきであら悟チ滝でになL・じ；被た執っそ浪

　漫派劇は却っ七幻覚を破壊するように恵え売のである。と，VDel　Litt6は

L・nd・㎡・の主張摂約しているが，吻幻覚随をS企hdh砲まr斑。i’h・6
　　　　ロ　　が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜダet　Shak6Sp6aτe』k・di繁に取り扱づていると壱｝ま枚掌にV、と・まないが，r．例え“

ぱ：第一章蛾の支が読れる。・一・ltt　一”‘・∴・．一㌦○、∴．・E．

ノ・瀞・繊・m・m・nf・”d・intiS’i・n・・p’affai・1。、e晒。fif、pldS、。。。。nで、d。bS

掻遍96田…’・d・k6・魎・L！・qli・dadS・・E　・16・f鋤eξ；dご垣Cihe・》－〔、5〕・．

t’『

かが諺察斑耐ると・赫らず硫；St，亘d斑あ23⇔痔観ほミ

ラノ滞在中のこの1817年頃の文学観に他ならなし：＼「とどが理解されるめであ

る・それゆえ・此の17物‘rL’伍・t6ireこa61a　p・in仙e・・e漁述6』eZ23年

め『Racine・’et『Sh輌6s塵泣εfめ結論がすでた次め文で宗唆されてい「るの’も肯

定されるであろう。　’　ttt’「’il’『”　’－t’tし三『∴”　t　㍑’：幽∵’”　’－t

rt・禰適ξ1面1鋼煙u・麺碗・hd㎞輌Ut　1と・垣緬ε・蹄垣、　fa，－il一

麺泌遠i永re宙Oth・垣三∴》主16ゴロ∫’∴一・1・一’．・t・、一、・二詮　．．1．、、

憾て蕊・・d磁力・磁鴫・逼繊泌感銘を覚熟ぐ紘、記の蝉



2皐　　§興d興の人噸

観で180度の変貌を遂げたと，私はtlこの小論での研究を提出レたが，それを

一
言で纏めると，匙・ndh・1が研蜘象を＆Cine垣h卿・からSh丞・SPea「e・

耳dinburgh　Review・へと移行してゆく過程を年代的に追求して彼の文学観¢）

変化蜘った，レかしながら辞操言顧蜘く）・　，§・・ndhalとC・pdjllqg・，一．

扉1・e・i唾C・Tr・・￥貯の1φ6・’・g・・．との関願・岬究すべき問題な聴

あるQというgもSte珪dha1の文学観の根抵には絶えず、工d6010gueが姿を見

せ（いると断言して｛b良いであううgある孝きはde　T恒cyの場合の如く彼

嬢願穀聴鵬麟南華雛・£粋鯉紅煙坪γで⑪艇
d凪の姿銚準嬢吐繊る・旦苧・煕頭呼簗Ch嘩pi・蠣鱗し
がきで上述のことを次の如く洞察し指摘しているρ’、一，．t，、－　tt／，　t’”，．、　1－

　　《C’est　l’id6010gie　qui　lui　souffle　ces　pens6es　r6volutionn司res．　E頑尋em一

皿ent　il　ne　tire　pas　dr　abord　tQutes　．les　ConS6quences　qUi　pouvait　d6CO辿er

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アP・tu・　ll…the・iq・e・軒・1ect・…㊤T靭．？t　d・，　C。号dillq・・S・the・9「i・

n．・9・・lle・d¢，1’aSt，　t・・t　id6。1・9iqUe・．・n・…P；6・岬：qぱ・n　1817・卿田s7

tgire　d典鵬i鯉Ql・4・1taU・’°♪〔17〕　’．・、，・　一　・∴∴・

そこで．S敏鯉力㍉の晒・i兵C・t　S興嘩a・e』でどれほどlde°鰍・

の学説の薫染を受嘩かを蕊したいと思う。健執パ1麺琴鵠ゼ

々ノrブルの中央学校時代から親蜜雫あつ起筈であるが・此の関係に後年人

間心理の研究や芸術作品の批評眼と1し兵Stendha1・が垣COIQgeな重く観

罐㌶欝腰甥る゜すで1｝1’i°2轡㌍

　、《」宇t’e埠・垣繭u晒6t車㎎・・de㊤㎎・9P．t　t・Fei・9’P・ges・ip・18・q・i

顧gn卿噸・姻6es．qq・，　t～頑撃・㎏繊gtheque頭u・磐qn・le，！　，C’est　la

logique　de　notre　cornpatriote　rabb6　de　Condilkc》　〔18〕　　：　　　　・　　　　　：・

1・．貫ぽ顯嶋劔濠犀就Y纐獅汰ゑ麟を桑魯融頭侭カミを超允亙たい

と思う。彼の・・r餌嘩6・d…sensati・rs』・の玉拳麹▲煕馴⑳解翻あ

⑳鍾約し噸る貧慕瓢繊鯨麟鯵超暴働噂か㌶ア

i
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ら勃帰籍ほ警と箋が絶縛的ではないと㌧vうどどである6判断ず蕩著の性格

と，彼が組織立てられる仕芳とセピ関係しているとしそいるも

　このように・古典派ip　La・hatpeめ・紬6ti蝉が美罐対であると主針

るのと対照的に・Id6010gueは正反対のesth6tiqueを農開ずるのである。き

そ・StehdhalめId601b騨eめ研究ほも6ndiila6かちHさ1∨6伽s，コ磁もa酪，　de

T・a・yに移り，彼繭・1・6’ti・dSヵ・ら｝癒塑ど魅噺わる情蕪秒燗匿

関ずる全ての領域に於いそ，老め行為め主なる動ee’t’あ移己とを把握した筈

酪り，き簾・；（泌頑筋敵簡｝ま齢の磁顧共美や愛噸難

舗針民とを隷舗だ。s翻樹・垣8麟三9筋日耐齢1誠年
頃Cabanisに対して余りにも厳格な評価をしそいたと皮省Lも鞍め劾く

記毛てい葛6　・　’　　　　　　・　　・　　　　　　，

　　＜Caba迫緬e・麺・e　p・i・t　q・’滅蹴垣b　a忙i。t　j血翻t　h86醐fem。ht

c・qu…us・梱6樹ピ也・actさ・亘m醐bili・頑抽t泌61繊流一q・’il・1’h

ヤu…〉　〔19）　　『　　　　　・

このよ箕縞翻ほ℃6鋤ac・の醐6鞭あ灘飽縷翻断
するも励醗と：し宅箭述したように人簡醐究た鵬粥持鶴励

究戯齢習微余齢肋流のであ記油わげ，緬翻「 醐凱
fe一連のldtl6i6’9・e・1・あ・っ℃㌃t）揺・t6i翻晶♪・i五磁諭・ali。」あ贈

章繊瀦湖入漬売館鱒柵究遷硫蝋醐勧嫌力・
ここでそ坊頃め勧こ日記を弓開し趨ると三也糠y醐糠航い勘、

が理解されるであちう6

　《L’・rtthb・・i・・nie　－d・VbrtU・・e・t詩碗締蹄曲・剛・bh　h。　peu，

且v°i・d・1・v・血q・’・・p・・P・ni・滅櫛6・幽e瞳ら也副・も西醐蝋，

1・v・「t・　d・・Pers・m・g・・est岨・g・a・d・P・・ti・，　q・・malg・e・1・n。ig。，」。

遠・モ泌へ（％逗滅・繊瀧ぷぽ鞠紐ξ，運醜・滝＋轡紐洗壷灘d，

T・a・y・・tq・・…n・f・u・j・’・i6・・d罐確臨磁紺：蹴議ξ・繊護

〔20〕
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　此の文章では人は自己の精神の割合でしか徳を持つことは不可能とある

が，実は，此の句はde　Tracyの言葉とは思われない。多分・Helv6tius　Q

rD。　YH。mm・』第2章の冒頭にある次の文章からSt・ndh・1が記愉こ留め

ていて記したのであろう。　　∵　　，、

　＜Si，　dapa・h・qy・i・di・id・，，les、　t・1・・t・et・．le・　・ePtg・．＄・nt　1：・ff・t　d・s・n

・・g・ni・ati・n・・d・1’i・strugti・n・q・「・n　IUi，d・皿・》q？1〕　　　　　1’

　此の文章は1勿論，’1（媛ologue、璽本領を発揮したものであり，周知の如く

Id6・1・9U・．は人智を麟鰺こ1孝笹適‖轄勲・麟紗利愛好にまで韓

レうゐ頃倣雄随るか昼s隼姉鰹の場餓槙婿わずに鴫身
精神の割合と言ったにすぎない。’・、，tt；：－1：1”一、さ、・1㌧）治ぱ沿ズ

　Id6010gueとStendhalの関係は詳述すればきりがないが・枚数が制限さ

れて・・るので以上で終？て，此の結謝・移りたい・・8・3年頃から10数輪わ

たってId6010gueを研究レ続け，・その思考に慣れた一；Ste叫h∂1、の文学観は・

さらに1813年から1817年にかけてイタリァ浪漫主義の洗礼を受けた結果，，彼

のrRacine　et　Shakespeaエ宇』に至って，、、　Id尊glgguC．の文学理論を根幹とした

Si　dh鵬自の，．かって細・リア汲び♂判埜弔れる蹄主義

の色彩を帯びた浪漫主義文学観を形成するに至っ準と観てよぷであうう。∵

そ馳え，S・・ndhajがrk・i・・，β・Shakg・pe．ar・↓鳩瞬兵、≡：

、≦IP　r・mP・・i・i・m・e・・t・1’・仕・de　P卿牢眠戸・ples」S・興y剛ttξ・

rai・e・qUi・da・｝・・1・’eta・卿・l　d・・1・砲畑biピdes　et　d・leqiFff　，g「gya・ceラ・s°gt

suceptibles　de　leur　donner　Ie　plus　de　plaisir　possibles》　〔22〕　・　　一　ご　・c

　と，．彼が文学に志した初期Q文学観をなしていたLaharpe　q＜esth邑tique＞

から▲く訣別した定義をなしているのである。　　　　、　　　　　・

パ後記購嚥副鱗願短乏議纏学会の繊鰺あるt・『ヌラン校学

研究』ρ1頒擁擾の4§真力・ら；49耳陪あ為9・1玲∴：．r日主：三・・　　一一・ジ’
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　　（5）　Stendhal：Corr．，皿，　Ed．　Le　Divan．　P．259．　　　　　　　　　　　　一　　二
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